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は
じ
め
に

　

中
国
絵
画
史
に
お
い
て
輝
か
し
い
一
時
期
を
画
し
た
宋
代
の
絵
画
は
、
前
の
五
代

に
続
く
北
宋
期
と
、
都
を
華
北
の
汴
京
（
河
南
開
封
）
か
ら
江
南
の
臨
安
（
浙
江
杭

州
）
へ
と
遷
し
た
南
宋
期
の
二
期
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
こ
の
二
期
は
同
じ
く
宋
代

で
あ
り
な
が
ら
頗
る
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
、
と
り
わ
け
北
方
か
ら
侵
攻
す
る
女
真

族
の
金
に
よ
っ
て
汴
京
を
落
さ
れ
、
国
の
北
半
を
失
っ
た
南
宋
時
代
は
、
政
治
的
に

も
文
化
的
に
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
。
山
水
画
を
例
に
と
れ
ば
、
宇
宙
に
も
比
肩

す
る
広
大
な
山
水
の
創
造
を
目
指
す
北
宋
の
大
観
山
水
に
対
し
て
、
自
然
の
一
角
を

取
り
込
み
、
専
ら
そ
こ
に
洗
練
さ
れ
た
詩
的
趣
き
を
求
め
る
南
宋
の
辺
角
山
水
が
あ

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
北
宋
か
ら
南
宋
へ
の
山
水
画
の
変
容
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
、

地
勢
的
変
化
に
よ
っ
て
一
概
に
説
明
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
事
実
、
変
化
は
既
に

北
宋
末
期
に
始
ま
っ
て
い
た
。

　

こ
と
華
北
の
山
水
画
に
つ
い
て
い
え
ば
、
北
宋
中
期
に
出
た
郭
煕
の
存
在
は
大
き

く
、
唐
末
か
ら
五
代
の
戦
乱
の
時
代
に
あ
っ
て
初
め
て
山
水
画
の
地
歩
を
確
立
し
た

荊
浩
、
関
同
、
次
い
で
北
宋
初
期
に
華
北
の
二
大
様
式
を
創
出
し
た
李
成
、
范
寛
の

後
を
受
け
、
神
宗
朝
の
宮
廷
画
家
と
し
て
遂
に
こ
れ
ら
の
諸
様
式
を
集
大
成
す
る
偉

業
を
達
成
し
た
。
早
春
図
の
実
作
と
『
林
泉
高
致
』
の
理
論
は
そ
れ
を
示
す
輝
か
し

い
金
字
塔
と
い
え
、
こ
こ
に
一
つ
の
頂
点
を
極
め
た
中
国
の
山
水
画
は
、
以
後
再
び

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
し
い
様
式
の
創
造
を
目
指
し
苦
難
の
旅
に
出
る
こ
と
と

な
っ
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
李
唐
は
、
ま
さ
に
こ
の
旅
の
道
程
の
初
頭
に
現
れ
て
、

北
宋
と
南
宋
の
双
方
の
画
院
で
活
躍
し
、
北
宋
絵
画
の
大
家
た
ち
が
苦
難
の
末
に
得

た
成
果
を
全
身
で
受
け
止
め
、
今
度
は
そ
れ
を
糧
に
し
て
南
宋
絵
画
の
歩
む
べ
き
新

た
な
方
向
を
模
索
し
た
実
力
派
の
宮
廷
画
家
で
あ
る
。

　

し
か
し
李
唐
絵
画
の
研
究
は
不
幸
な
道
を
歩
み
、
特
に
日
本
で
は
後
代
の
地
方
画

家
の
作
品
、
つ
ま
り
古
渡
り
の
山
水
図
双
幅
（
京
都
・
高
桐
院
）
が
誤
っ
て
李
唐
の

真
跡
と
認
定
さ
れ
て
、
以
後
こ
れ
を
中
心
に
展
開
し
、
そ
の
影
響
は
南
宋
絵
画
研
究

の
全
体
に
ま
で
及
ん
だ
。
だ
が
新
た
な
作
品
の
公
開
と
と
も
に
漸
く
そ
の
誤
り
に
気

付
い
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
李
唐
の
置
か
れ
た
実
態
に
沿
っ
た
研
究
が
始
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
新
た
な
作
品
こ
そ
北
宋
末
・
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
制
作
の
万

壑
松
風
図
（
台
北
故
宮
博
物
院
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
お
山
水
図
双
幅
に
対
す
る

評
価
が
完
全
に
改
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
他
方
万
壑
松
風
図
と
て
未
だ
正
確
に
認

識
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
山
水
の
様
式
、
内
容
の
問
題
を
含
め
、
時
代
の
変

革
期
に
あ
っ
て
、
職
業
画
家
と
し
て
李
唐
が
歩
ん
だ
曲
折
の
道
を
象
徴
す
る
作
品
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
万
壑
松
風
図
の
よ
り
正
し
い
理
解
を

目
指
し
、
様
式
論
的
観
点
か
ら
こ
の
作
品
の
置
か
れ
た
歴
史
的
位
置
、
ま
た
図
像
学

的
観
点
か
ら
こ
の
作
品
の
表
現
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、見
解
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

李
唐
筆
万
壑
松
風
図
と
艮
嶽

曽　

布　

川　
　

寬
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一
、
李
唐
の
伝
記

　

李
唐
は
字
を
晞
古
と
い
い
、
河
陽
（
河
南
孟
県
）
の
人
で
、
北
宋
末
期
の
徽
宗
、

南
宋
初
期
の
高
宗
に
仕
え
て
宮
廷
画
家
と
な
り
、
現
在
で
は
こ
の
時
代
を
代
表
す
る

山
水
画
家
と
目
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
李
唐
に
関
す
る
資

料
は
実
に
乏
し
く
、
職
業
画
家
で
あ
っ
た
が
故
に
、
当
時
の
文
人
た
ち
と
の
交
渉
や

彼
ら
に
よ
る
関
係
記
事
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
当
代
の
画
家
の
伝
を
記
し
た
画
史
が
唯

一
の
資
料
で
あ
る
。し
か
し
、画
史
の
記
述
も
、同
時
代
の
徽
宗
朝
に
編
纂
さ
れ
た『
宣

和
画
譜
』
に
は
一
行
の
記
載
も
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
徽
宗
時
代
の
宮
廷
絵
画
の

特
殊
な
事
情
、
ま
た
編
者
の
特
殊
な
編
集
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
り（

（
（

、
宮
廷
画
家
と

い
え
ど
も
、
皇
帝
の
思
い
の
ま
ま
に
な
る
所
詮
画
工
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、画
史
の
正
史
と
も
い
う
べ
く
、郭
若
虚
の
『
図
画
見
聞
誌
』
を
引
き
継
ぎ
、

熙
寧
七
年
（
一
〇
七
四
）
か
ら
南
宋
の
乾
道
三
年
（
一
一
六
七
）
ま
で
の
画
事
を
記

し
た
鄧
椿
の
『
画
継（

（
（

』
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
あ
ま
た
の
宮
廷
画
家
た
ち
に
ま
じ
っ

て
、
巻
三
、
山
水
林
石
の
項
に
、
李
唐
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
短
く
記
し
て
い
る
。

李
唐
、
河
陽
人
。
乱
離
後
至
臨
安
、
年
已
八
十
。
光
尭
極
喜
其
山
水
。

　

李
唐
は
河
陽
の
人
で
、北
宋
の
都
汴
京
（
河
南
開
封
）
が
北
方
女
真
族
の
金
に
よ
っ

て
侵
掠
さ
れ
陥
落
す
る
と
、
南
宋
の
新
都
臨
安
（
浙
江
杭
州
）
に
移
っ
た
が
、
そ
の

時
、
年
齢
は
既
に
八
十
歳
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
山
水
画
は
高
宗
（
光
堯
）
に
非
常

に
喜
ば
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
鄧
椿
は
別
に
、
政
和
年
間
、
祖
父
鄧
洵
武
が
知
枢

密
院
の
要
職
に
あ
っ
た
頃
、
父
の
雍
が
、
徽
宗
に
よ
っ
て
宮
殿
の
障
壁
が
郭
熙
の
画

か
ら
古
図
に
変
え
ら
れ
た
際
、
退
材
所
に
あ
っ
た
郭
熙
の
画
を
残
ら
ず
賜
っ
て
、
家

の
屋
壁
を
こ
れ
で
装
褙
し
た
と
い
う（

（
（

。
代
々
絵
画
と
縁
の
深
い
家
に
生
ま
れ
、
自
身

も
多
く
の
作
品
を
目
覩
す
る
な
ど
、
絵
画
に
精
通
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
鄧
椿

に
し
て
記
事
が
寥
寥
一
行
の
み
と
は
、『
宣
和
画
譜
』
同
様
に
、
種
々
の
規
制
が
は

た
ら
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
徽
宗
朝
の
宮
廷
画
家
と
し
て

の
事
蹟
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、
臨
安
に
達
し
た
時
、

既
に
八
十
歳
の
老
齢
に
達
し
て
い
た
と
い
う
の
は
、
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。

　

宋
代
の
や
や
纏
ま
っ
た
記
述
と
い
え
ば
、『
画
継
』
の
記
事
の
み
で
あ
っ
た
が
、

元
代
に
入
る
と
、元
初
の
荘
肅
『
画
継
補
遺
』
巻
下（

（
（

、元
末
の
夏
文
彦
『
図
絵
宝
鑑
』

巻
四
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、『
画
継
補
遺
』
は
、

　

李
唐
、
字
晞
古
、
河
南
人
。
宋
徽
宗
朝
曽
補
入
画
院
、
高
宗
時
在
康
邸
、
唐

嘗
獲
趨
事
。
建
炎
南
渡
、
中
原
擾
攘
、
唐
遂
渡
江
如
杭
、
夤
縁
得
幸
高
宗
、
仍

入
画
院
。
善
作
山
水
人
物
、
最
工
画
牛
。
予
家
旧
有
唐
画
胡
笳
十
八
拍
、
高
宗

親
書
劉
商
辞
、
毎
拍
留
空
絹
、
俾
唐
図
画
。
亦
嘗
見
高
宗
称
題
唐
画
晋
文
公
復

国
図
横
巻
、
有
以
見
高
宗
雅
愛
唐
画
也
。

と
あ
る
。『
画
継
』
の
記
事
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
付
け
加
え
ら
れ
、
山

水
の
ほ
か
に
人
物
、牛
を
得
意
と
し
た
こ
と
、徽
宗
と
高
宗
朝
の
双
方
の
画
院
に
入
っ

た
こ
と
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
、
ま
た
徽
宗
朝
の
こ
と
に
つ
い
て
、「
高
宗
、
時
に
康

邸
に
あ
り
て
、（
李
）
唐
嘗
て
趨
事
す
る
を
得
た
り
」
と
い
う
の
は
興
味
深
い
記
事

で
あ
る
。
即
ち
、
徽
宗
時
代
、
高
宗
（
徽
宗
第
九
子
）
が
康
王
と
し
て
康
邸
に
い
た

時
に
、
李
唐
が
康
王
の
た
め
に
画
の
仕
事
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
建
炎

年
間
（
一
一
二
七
～
一
一
三
〇
）
に
南
渡
し
た
臨
安
で
は
、
そ
の
時
の
「
縁
に
夤よ

り

て
」、高
宗
に
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
、画
院
に
入
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
画
継
』

で
は
簡
単
に
「
光
尭
（
高
宗
）
極
め
て
そ
の
山
水
を
喜
ぶ
」
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
高

宗
と
の
関
係
を
示
す
補
充
記
事
と
い
え
る
。
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ま
た
、『
画
継
補
遺
』
は
、
別
に
巻
下
の
蕭
照
の
条
に
お
い
て
、
李
唐
と
の
師
弟

関
係
と
関
連
し
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。

　

蕭
照
、
世
伝
建
業
人
。
頗
知
書
、
亦
善
画
。
靖
康
中
、
中
原
兵
火
、
流
入
太

行
山
為
盗
。
一
日
、
郡
賊
掠
到
李
唐
、
検
其
行
嚢
、
不
過
粉
奩
画
筆
而
已
、
遂

知
其
姓
氏
。
照
雅
聞
唐
名
、
即
辞
郡
賊
、
随
唐
南
渡
、
得
以
親
炙
。
唐
感
其
生

全
之
恩
、
尽
以
所
能
授
之
、
後
亦
補
入
画
院
。
照
比
唐
筆
法
瀟
灑
超
逸
。

　

即
ち
、
北
宋
最
末
期
、
金
軍
の
侵
掠
に
よ
っ
て
中
原
が
兵
火
に
見
舞
わ
れ
た
時
、

蕭
照
は
太
行
山
脈
に
逃
れ
て
盗
賊
を
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
李
唐
が
通
り
か
か
っ
た

の
で
行
嚢
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
高
名
な
画
家
の
李
唐
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
一
緒
に

南
渡
し
た
。
李
唐
は
恩
に
感
じ
て
画
法
を
こ
と
ご
と
く
授
け
、
蕭
照
も
画
院
に
入
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
南
渡
の
際
の
李
唐
の
苦
難
を
物
語
る
と
同
時
に
、
蕭
照
と
の

師
弟
関
係
の
由
来
を
知
る
珍
し
い
資
料
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
元
末
の
夏
文
彦
の
『
図
絵
宝
鑑
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

李
唐
、
字
晞
古
、
河
陽
三
城
人
、
徽
宗
朝
曽
補
入
画
院
。
建
炎
間
大
尉
邵
淵

薦
之
、
奉
旨
授
成
忠
郎
、
画
院
待
詔
、
賜
金
帯
、
時
年
近
八
十
。
善
画
山
水
人

物
、
筆
意
不
凡
、
尤
工
画
牛
。
高
宗
雅
愛
之
、
嘗
題
長
夏
江
寺
巻
上
云
、「
李

唐
可
比
唐
李
思
訓
」。

　

新
た
に
幾
つ
か
の
記
事
が
付
け
加
え
ら
れ
、
高
宗
が
李
唐
を
寵
愛
し
て
、「
長
夏

江
寺
図
巻
」
に
題
し
、
唐
の
大
画
家
李
思
訓
に
匹
敵
す
る
と
ま
で
評
し
た
と
い
う
。

し
か
し
『
図
絵
宝
鑑
』
の
記
事
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
特
に
建

炎
年
間
の
太
尉
邵
淵
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
敬
に
よ
っ
て
詳
し
く
検
証
さ
れ
、

厲
鶚
『
南
宋
院
画
録
』
所
引
資
料
を
挙
げ
て
邵
淵
は
邵
宏
淵
の
誤
り
と
し
た
ば
か
り

か
、
南
宋
中
期
の
武
官
邵
宏
淵
と
す
れ
ば
、
建
炎
年
間
と
い
う
の
は
時
間
的
に
矛
盾

す
る
だ
け
で
な
く
、
邵
宏
淵
が
太
尉
と
な
っ
た
事
実
も
な
い
と
い
う（

（
（

。
ま
た
『
図
絵

宝
鑑
』
に
限
ら
ず
、
南
宋
の
画
院
制
度
に
関
す
る
画
史
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
近
年

彭
慧
萍
氏
に
よ
っ
て
疑
問
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
南
宋
時
代
に
は
北
宋
の
よ
う
に
明
確

な
画
院
制
度
は
な
か
っ
た
と
い
う（

（
（

。

　

李
唐
の
伝
記
に
関
し
、
画
史
三
書
か
ら
知
り
う
る
こ
と
は
以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
以
外
、
徽
宗
朝
の
初
め
、
李
唐
が
す
で
に
画
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
貴
重
な
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
董
逌
『
広
川
画
跋
』
巻
二
所
載
の
「
邢
和

璞
悟
房
次
律
図
」
で（

（
（

、
唐
の
玄
宗
期
の
道
士
邢
和
璞
が
房
琯
（
字
次
律
）
の
前
世
を

言
い
当
て
た
故
事
を
画
き
、
真
宗
朝
の
宰
相
畢
士
安
が
こ
の
唐
本
を
所
有
し
て
い
た

が
、
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）、
孫
の
畢
完
が
潞
子
（
山
西
省
潞
城
）
に
赴
任
し
た

時
、
友
人
の
方
宙
が
画
人
李
唐
を
召
し
て
模
本
を
作
ら
せ
た
と
い
う
。
宮
廷
画
家
に

な
る
以
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
人
物
画
に
も
長
じ
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
わ
か

る
と
同
時
に
、
当
時
す
で
に
画
家
と
し
て
そ
れ
な
り
の
名
声
を
有
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

さ
て
、
こ
の
李
唐
に
ど
ん
な
作
品
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
上
述
の
『
画
継
補

遺
』
に
は
、
劉
商
の
詞
書
き
を
高
宗
自
ら
書
し
た
と
い
う
荘
肅
旧
蔵
の｢

胡
笳
十
八

拍
図
」、
ま
た
高
宗
の
題
字
が
あ
っ
た
と
い
う
「
晋
文
公
復
国
図
横
巻
」、『
図
絵
宝

鑑
』に
は
、「
李
唐　

唐
の
李
思
訓
に
比
す
べ
し
」と
い
う
高
宗
の
題
記
が
あ
っ
た「
長

夏
江
寺
図
巻
」
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
高
宗
と
の
深
密
な
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
真
跡
は
い
ず
れ
も
伝
世
せ
ず
、
そ
の
模

本
と
思
わ
れ
る
も
の
が
台
北
故
宮
博
物
院
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
以
外
に
現
存
す
る
作
品
で
、
李
唐
の
絵
画
を
考
え
る
上
で
考
察
に
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値
す
る
も
の
は
、
万
壑
松
風
図
（
台
北
故
宮
博
物
院
）、
伯
夷
叔
斉
采
薇
図
巻
（
北

京
故
宮
博
物
院
）、
江
山
小
景
図
巻
（
北
京
故
宮
博
物
院
）、
山
水
図
双
幅
（
京
都
、

高
桐
院
）、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
万
壑
松
風
図
は
北
宋
末
の
宣
和
六
年
（
一

一
二
四
）
の
落
款
を
有
し
て
、
現
存
唯
一
の
真
跡
と
し
て
大
方
が
認
め
る
作
品
で
あ

る
。
ま
た
伯
夷
叔
斉
采
薇
図
巻
は
李
唐
の
人
物
画
を
考
え
る
う
え
で
頗
る
興
味
深

く
、
こ
れ
ま
で
と
も
す
れ
ば
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が（

（
（

、
南
宋
宮
廷
画
家
時
代
の

作
と
し
て
改
め
て
再
考
の
要
求
さ
れ
る
優
品
で
あ
る
。
一
方
、
江
山
小
景
図
巻
は
、

確
か
に
李
唐
様
式
の
山
水
画
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
近
年
は
む
し
ろ
李
唐
派
の
作
品
と

し
て
弟
子
の
蕭
照
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
最
後
に
高
桐
院
所
蔵
の
山
水
図

双
幅
は
、
一
九
五
二
年
、
島
田
修
二
郎
が
赤
外
線
写
真
に
よ
っ
て
「
李
唐
画
」
の
楷

書
落
款
を
見
出
し
、
考
証
の
末
に
李
唐
の
真
跡
と
評
価
し
て（

（1
（

、
以
来
、
特
に
日
本
の

学
界
に
お
い
て
も
て
は
や
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
島
田
自
身
が
認
め
る
通

り
、
万
壑
松
風
図
と
は
同
一
の
画
家
の
画
と
し
て
は
両
立
し
難
い
作
品
で
あ
る
う
え

に
、左
幅
に
見
ら
れ
る
辺
角
の
景
の
構
図
、斧
劈
や
拖
泥
帯
水
の
皴
法
、点
苔
な
ど
、

明
ら
か
に
南
宋
中
期
以
後
の
画
法
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
右
幅
に
見
ら
れ
る
目
鼻
を
描

か
な
い
人
物
の
顔
、
引
き
裂
か
れ
た
樹
枝
の
表
現
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
粗
放
な
画
風

が
果
た
し
て
宮
廷
画
家
の
作
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
問
題
が
あ
ろ
う（

（1
（

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
万
壑
松
風
図
の
一
点
に
絞
り
、
伯
夷
叔
斉
采
薇
図
巻
を
そ
の

た
め
の
参
考
材
料
に
用
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。
ま
ず
、
万
壑
松
風
図
が
北
宋
の

山
水
画
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
か
、
様
式
的
意
義
か
ら
探
る
こ
と

と
す
る
。

二
、
李
唐
・
万
壑
松
風
図

　

万
壑
松
風
図
（
図
１
）
は
、三
枚
の
絹
を
縦
に
繋
ぎ
合
わ
せ
た
絹
本
に
、墨
を
使
っ

て
黒
々
と
画
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
現
在
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
が
、

近
年
の
光
学
検
査
に
よ
る
と
、
画
絹
上
に
石
青
、
石
緑
、
赭
石
な
ど
の
鉱
物
の
顆
粒

を
検
出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
純
然
た
る
墨
画
で
は
な
く
、
濃
彩
の
顔
料

を
山
石
や
松
葉
な
ど
に
部
分
的
に
使
用
し
た
着
色
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
法
量
は
縦
一
八
八
・
七
㎝
、横
一
三
九
・
八
㎝
と
大
幅
を
な
す
。
ま
た
、

万
壑
松
風
図
の
主
峰
の
左
側
の
尖
っ
た
峰
の
上
に
は
、「
皇
宋
宣
和
甲
辰
春
、
河
陽

李
唐
筆
」
と
記
す
隸
書
体
の
落
款
が
あ
り
、北
宋
最
末
期
の
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）

の
制
作
に
か
か
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

万
壑
松
風
図
の
全
体
の
構
成
は
、
大
部
分
を
占
め
る
中
央
の
軸
と
、
左
右
両
側
と

の
三
部
に
分
か
れ
る
。
中
央
の
軸
は
更
に
上
、
中
、
下
の
三
段
に
分
か
れ
て
い
る
。

中
軸
の
下
段
は
、
入
り
組
ん
だ
水
辺
に
見
る
か
ら
に
堅
固
そ
う
な
大
小
の
岩
を
幾
つ

も
置
い
て
起
伏
す
る
石
坡
を
作
り
、
そ
の
上
に
岩
を
嚙
む
よ
う
な
根
も
露
わ
な
松
の

樹
叢
を
左
右
に
二
つ
配
し
、
互
い
に
幹
を
交
差
さ
せ
た
松
は
葉
を
青
々
と
茂
ら
せ
て

石
坡
を
覆
っ
て
い
る
。
そ
し
て
中
段
に
は
、
方
形
を
し
た
巨
大
な
岩
塊
を
中
央
少
し

左
寄
り
に
置
い
て
外
側
に
や
や
傾
か
せ
、
帯
状
に
小
松
を
生
や
し
た
頂
き
の
背
後
に

僅
か
ば
か
り
の
雲
煙
を
配
し
て
上
段
の
峰
か
ら
分
離
さ
せ
、
独
立
し
た
巨
岩
を
形

作
っ
て
い
る
。
一
方
上
段
の
峰
は
画
面
中
央
に
置
か
れ
て
立
ち
上
が
り
、
同
じ
く
方

形
の
岩
塊
の
形
を
し
て
、
頂
き
に
黒
々
と
し
た
灌
木
の
密
林
を
植
え
、
左
右
に
尖
っ

た
峰
々
を
従
え
堂
々
主
峰
を
な
し
て
い
る
。

　

画
面
の
主
役
を
な
す
こ
の
中
軸
の
三
段
に
較
べ
れ
ば
、
両
側
の
二
部
は
脇
役
と
い

え
る
。
右
側
は
岩
む
き
出
し
の
崖
の
背
後
に
黒
々
と
し
た
松
林
の
丘
壑
を
配
し
、
左

側
は
草
の
ま
ば
ら
に
生
え
た
崖
の
上
に
松
林
を
配
し
、
雲
煙
を
隔
て
て
背
後
に
低
い
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峰
が
配
さ
れ
る
。
こ
の
二
段
仕
立
て
の
両
側
と
中
央
の
軸
と
は
、
中
段
は
絶
壁
を
流

れ
落
ち
る
数
段
の
瀑
布
の
水
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
と
分
か
た
れ
、
下
段
は
と
い
う

と
、
左
側
は
左
下
へ
と
音
を
立
て
て
流
れ
る
溪
流
に
よ
っ
て
、
右
側
は
右
下
角
か
ら

登
っ
て
行
く
小
径
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
区
切
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
い
ま
こ
の
図
を
見
て
改
め
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
画
面
全
体
の
空
間
が
意

外
に
も
小
規
模
な
こ
と
で
あ
る
。
上
段
中
央
に
巍
巍
と
し
た
主
峰
、
下
段
に
石
坡
を

配
し
て
、
下
か
ら
高
遠
の
構
図
法
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
山
水
は
、
北
宋
前
、
後
期

に
華
北
で
流
行
し
た
大
観
山
水
の
規
模
を
な
す
か
に
み
え
る
が
、
そ
の
実
、
思
い
の

ほ
か
小
規
模
な
山
水
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
神
宗
朝
の
宮
廷
画

家
郭
熙
の
早
春
図
（
熙
寧
五
年
、
一
〇
七
二
）
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
早
春
図
（
図
2
）
も
画
面
は
中
央
の
軸
と
左
右
両
側
の
三
部
か
ら
構
成
さ

れ
、
主
役
を
な
す
中
央
の
軸
も
下
段
、
中
段
、
上
段
の
三
段
に
分
割
さ
れ
て
、
後
段

の
主
峰
を
下
か
ら
仰
ぎ
見
る
高
遠
の
構
図
法
が
取
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
か
し
、
表
現
方

法
は
全
く
異
な
り
、
上
中
下
の
三
段
は
近
景
・
中
景
・
遠
景
と
い
う
機
能
を
賦
与
さ

れ
て
、
近
景
土
坡
、
中
景
丘
陵
、
遠
景
峰
巒
と
い
う
形
を
も
っ
て
明
確
に
三
分
割
さ

れ
、
と
り
わ
け
中
景
丘
陵
と
遠
景
峰
巒
と
は
淡
く
立
ち
こ
め
る
雲
煙
に
よ
っ
て
は
っ

き
り
と
断
た
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
遠
景
峰
巒
は
垂
直
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
高

さ
は
腰
部
を
雲
煙
で
掻
き
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
増
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
三
分
割
法
は
、
以
前
に
考
証
し
た
よ
う
に
、
現
存
画
蹟
に
徴
す

る
限
り
、
范
寛
の
溪
山
行
旅
図
（
図
3
）
に
お
い
て
初
め
て
見
ら
れ
る（

（1
（

。
そ
こ
で
は

画
面
下
部
に
お
い
て
横
に
伸
び
た
固
い
岩
だ
け
の
前
景
と
溪
流
を
ま
じ
え
た
中
景

は
、
驢
馬
の
隊
列
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
行
く
山
道
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
、
木
々
が
生
え

楼
閣
を
戴
く
丘
陵
状
の
中
景
と
後
景
は
、
雲
煙
で
淡
く
か
き
消
さ
れ
た
深
い
溪
谷
に

よ
っ
て
分
か
た
れ
て
、
巨
大
な
塊
量
を
示
す
後
景
峰
巒
は
画
面
の
三
分
の
二
を
占
め

て
重
々
し
く
垂
直
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
峰
巒
の
腰
を
掻
き
消
す
雲
煙
の
効
果
は

絶
妙
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
峰
巒
は
地
上
の
俗
世
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
右
側
に
流
れ

落
ち
る
一
筋
の
瀑
布
の
効
果
と
相
ま
っ
て
、
天
を
突
く
垂
直
性
、
つ
ま
り
崇
高
性
を

帯
び
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
三
分
割
法
は
華
北
に
お
い
て
流
行
し
、
伝
李
成
の
晴
嵐
蕭
寺
図
（
ネ
ル

ソ
ン
美
術
館
）、
許
道
寧
の
秋
山
蕭
寺
図
巻
（
藤
井
有
鄰
館
）、
伝
巨
然
の
雪
図
（
台

北
故
宮
博
物
院
）
な
ど
現
存
画
蹟
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る（

（1
（

、
華
北
の
山
水
画
を
集

大
成
し
た
神
宗
朝
の
郭
熙
に
至
っ
て
初
め
て
理
論
的
に
闡
明
さ
れ
、
画
論
『
林
泉
高

致
』
の
「
山
水
訣
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

凡
経
営
下
筆
、
必
合
天
地
。
何
謂
天
地
。
謂
如
一
尺
半
幅
之
上
、
上
留
天
之

地
位
、
下
留
地
之
地
位
、
中
間
方
立
意
定
景
。
見
世
之
初
学
、
據
把
筆
下
去
、

率
爾
立
意
触
情
、
塗
抹
満
幅
、
看
之
填
塞
人
目
、
已
令
人
意
不
快
、
那
得
取
賞

於
瀟
灑
、
見
情
於
高
大
哉
。

　

こ
こ
に
は
画
中
の
山
水
を
一
個
の
独
立
し
た
小
天
地
と
み
る
思
想
が
反
映
さ
れ
て

お
り
、画
面
を
均
等
に
三
分
割
し
て
、近
景
に
地
の
位
、遠
景
に
天
の
位
を
与
え
て
、

中
景
に
人
間
世
界
の
景
を
配
す
る
意
図
は
、
観
者
に
爽
快
感
を
与
え
、
高
大
な
情
を

表
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
逆
に
、
遽
し
く
筆
を
把
っ
て
構
想
も
練
ら
ず
に
感

情
に
ま
か
せ
、画
面
全
体
を
塗
り
込
め
て
し
ま
え
ば
、観
者
の
目
を
塞
い
で
し
ま
い
、

不
快
な
感
じ
を
抱
か
せ
る
だ
け
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
郭
煕
の
真

跡
早
春
図
に
お
い
て
み
ご
と
に
実
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
中
央
の
軸
を
均
等
に

三
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
画
面
の
奥
へ
の
展
開
に
秩
序
と
快
い
律
動
感
を
も
た

ら
し
、
天
の
位
を
象
徴
す
る
遠
景
の
主
峰
は
、
雲
煙
に
よ
り
中
景
以
下
よ
り
断
た
れ

て
独
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
な
峭
抜
機
能
を
与
え
ら
れ
、
画
面
の
崇
高
性
が

著
し
く
増
し
て
い
る（

（1
（

。
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こ
れ
に
対
し
て
万
壑
松
風
図
の
場
合
は
、
後
景
主
峰
は
中
景
以
下
か
ら
明
確
に
分

離
さ
れ
て
お
ら
ず
、
間
に
同
じ
く
分
か
つ
た
め
の
雲
煙
が
配
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ

は
余
り
に
も
僅
か
で
、
早
春
図
の
よ
う
に
互
い
を
分
離
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
腰

の
部
分
を
淡
く
掻
き
消
す
こ
と
に
よ
っ
て
峰
巒
を
一
層
高
く
み
せ
る
雲
煙
と
は
機
能

が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
雲
煙
は
、
右
側
の
白
く
く
っ
き
り
と
し
た
輪
廓
を

も
っ
て
塗
り
残
さ
れ
た
雲
煙
と
同
じ
く
自
然
の
印
象
を
欠
い
て
お
り
、
後
述
す
る
よ

う
に
神
仙
的
な
一
種
の
瑞
雲
を
表
わ
し
た
も
の
と
み
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
別
の
面
か
ら
み
る
と
、
こ
こ
で
画
面
が
は
っ
き
り
区
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
、
左
方
へ
少
し
傾
い
た
中
景
巨
岩
に
対
し
て
後
景
主
峰
は
画
面
中
央
で
垂
直

に
立
ち
上
が
っ
て
、
運
動
の
方
向
を
は
っ
き
り
異
に
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
両
側
面

の
展
開
も
こ
の
中
景
巨
岩
と
同
じ
並
び
で
途
切
れ
て
、
右
側
の
丘
壑
や
左
側
の
低
い

峰
の
奥
は
空
白
の
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
、
中
景
と
近
景
の
区
切
り
は
と
い
う
と
、
巨

岩
の
下
部
に
松
樹
の
頂
き
の
枝
葉
が
蔽
い
か
ぶ
さ
っ
て
、
一
層
不
分
明
で
あ
り
、
そ

の
た
め
中
景
は
む
し
ろ
近
景
の
方
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
つ

ま
り
松
樹
の
植
わ
っ
た
石
坡
と
そ
の
奥
の
巨
岩
を
前
景
と
し
て
、
垂
直
に
立
ち
上
が

る
主
峰
を
後
景
と
す
る
二
部
構
成
の
山
水
画
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

先
に
こ
の
図
は
范
寛
流
の
高
遠
の
構
図
形
式
を
な
す
と
述
べ
た
が
、
そ
の
当
の
范

寛
の
溪
山
行
旅
図
と
比
べ
れ
ば
、
画
面
の
三
分
の
二
を
占
め
て
立
ち
上
が
っ
て
い
た

後
景
主
峰
は
峭
抜
性
を
著
し
く
後
退
さ
せ
て
主
役
の
座
か
ら
降
り
、
代
わ
り
に
近
景

と
中
景
と
が
合
体
し
て
三
分
の
二
を
占
め
、
こ
ち
ら
の
方
が
一
層
強
調
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
構
図
の
上
か
ら
言
う
と
、
近
景
の
石
坡
と
松
樹
を
、
背
後
に
立
つ
中
景

巨
岩
と
両
側
の
丘
壑
と
が
三
方
か
ら
取
り
囲
ん
で
ひ
と
ま
と
ま
り
の
前
景
を
構
成

し
、
と
り
わ
け
そ
の
真
ん
中
に
位
置
し
て
大
写
し
さ
れ
た
松
樹
は
、
焦
点
化
さ
れ
た

う
え
に
、
扇
状
に
手
前
に
開
い
た
石
坡
の
舞
台
の
中
央
に
位
置
し
て
、
あ
た
か
も
主

役
を
演
じ
て
い
る
か
に
み
え
る
。

　

こ
の
松
樹
の
役
割
は
、
早
春
図
の
近
景
土
坡
の
上
に
立
つ
寒
林
風
の
双
松
と
較
べ

て
み
れ
ば
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
早
春
図
の
双
松
は
長
松
も
し
く
は
宗
老
と

呼
ば
れ
山
水
全
体
の
扇
の
要
に
位
置
し
て
、
そ
こ
か
ら
遠
心
状
に
広
大
な
空
間
が
広

が
り
、
上
引
の
『
林
泉
高
致
』
に
従
え
ば
、
遠
景
主
峰
は
天
の
位
、
つ
ま
り
皇
帝
を

象
徴
し
て
画
面
の
主
役
を
つ
と
め
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
万
壑
松
風
図
の
場

合
は
、
確
か
に
後
景
の
方
形
主
峰
も
垂
直
に
伸
び
て
天
の
位
を
象
徴
す
る
か
に
見
え

る
が
、
そ
れ
以
上
に
近
景
の
松
樹
が
画
面
の
主
役
の
座
を
占
め
て
、
こ
れ
を
中
心
に

よ
り
一
層
求
心
的
に
画
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
李
唐
の
伝
称
を
有
す
る
伯
夷
叔
斉
采
薇
図
巻
（
図
4
）
は
、
山
水
画
と

人
物
画
と
い
う
相
違
は
あ
る
が
、
万
壑
松
風
図
と
共
通
性
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。画
面
中
央
の
や
や
傾
斜
し
た
地
面
に
坐
っ
て
配
さ
れ
た
伯
夷
、叔
斉
の
像（

（1
（

は
、

右
に
松
、
奥
に
柏
（
檜
）、
左
に
椿
に
似
た
広
葉
樹
と
、
三
方
を
樹
木
で
囲
ま
れ
て

い
る
ば
か
り
か
、
背
後
の
岩
壁
は
黒
々
と
し
た
墨
が
刷
か
れ
て
視
線
を
遮
断
し
、
地

面
は
後
方
に
高
く
傾
斜
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
工
夫
に
よ
っ
て
、
画
面
の

中
心
に
い
る
二
人
の
人
物
像
は
万
壑
松
風
図
の
近
景
の
二
つ
の
樹
叢
と
同
じ
く
著
し

く
焦
点
化
さ
れ
、
観
る
者
は
聖
人
た
る
伯
夷
、
叔
斉
の
主
人
公
と
面
と
向
き
合
わ
ざ

る
を
得
な
い
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
伯
夷
、
叔
斉
の
表
現

は
、
同
時
に
人
物
画
家
で
も
あ
っ
た
李
唐
の
力
量
が
発
揮
さ
れ
、
兄
者
伯
夷
に
問
い

か
け
る
弟
叔
斉
の
姿
態
な
ど
、
各
々
の
個
性
が
十
二
分
に
画
か
れ
て
い
る
。
万
壑
松

風
図
と
も
ど
も
熟
練
し
た
筆
墨
の
画
技
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
共
通
性
は
両

図
を
当
代
の
第
一
人
者
た
る
李
唐
と
い
う
画
家
に
帰
す
る
に
十
分
な
根
拠
と
な
り
得

よ
う
。
伯
夷
叔
斉
図
巻
を
李
唐
の
作
品
と
し
て
再
考
す
べ
き
余
地
が
あ
る
と
先
に
述

べ
た
所
以
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
李
唐
の
画
法
と
較
べ
れ
ば
、郭
熙
の
画
法
は
真
逆
で
あ
る
。早
春
図
で
は
、

一
図
の
う
ち
に
三
遠
法
を
併
せ
採
用
し
て
、
中
央
は
主
峰
へ
と
連
な
っ
て
い
く
軸
を
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図
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５
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高
遠
、
左
脇
は
黄
土
平
原
を
平
遠
、
右
脇
は
溪
谷
を
深
遠
の
構
図
法
で
と
ら
え
、『
林

泉
高
致
』
に
説
く
如
く
、そ
れ
ぞ
れ
高
さ
、遠
さ
、深
さ
を
強
調
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
広
大
な
空
間
を
取
り
込
ん
で
い
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
大
観
山
水
を
表
さ
ん
が
た
め
の

あ
ら
ゆ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
早
春
図
に
は
雲
煙

が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
自
然
感
の
表
出
、
画
面
の
有
機
的
調

和
に
貢
献
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
一
種
の
空
気
遠
近
法
と
し
て
の
遠
淡
近
濃
の
表

現
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
左
脇
に
開
か
れ
た
平
遠
景
を
と
る
と
、

幾
層
に
も
た
た
な
わ
る
黄
土
平
原
の
丘
陵
の
彼
方
に
遠
山
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
遠

山
は
頂
き
以
外
は
全
て
雲
煙
に
よ
っ
て
淡
く
掻
き
消
さ
れ
て
い
る
。
観
者
の
視
線

は
、
近
景
の
松
を
い
た
だ
く
や
や
濃
墨
の
土
坡
か
ら
、
次
第
に
淡
さ
を
増
す
中
景
の

丘
陵
を
経
て
、
あ
た
か
も
夢
幻
境
の
如
く
画
か
れ
た
遠
山
の
麓
へ
と
、
円
滑
に
導
か

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
李
成
派
に
特
有
の
「
千
里
の
遠
」

で
あ
り
、
正
確
無
比
大
小
遠
近
法
と
相
ま
っ
て
、
空
間
表
現
に
お
け
る
無
限
の
遠
さ

を
味
わ
う
の
で
あ
る
。

　

確
か
に
中
唐
以
来
、
五
代
に
荆
浩
、
関
同
、
北
宋
初
期
に
李
成
、
范
寛
等
の
大
家

を
輩
出
し
た
華
北
の
山
水
画
は
、
李
成
派
か
ら
出
て
神
宗
朝
の
宮
廷
画
家
に
登
用
さ

れ
た
郭
熙
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
、
こ
こ
に
一
つ
の
完
成
を
み
た
と
い
え
る
。
そ
し

て
こ
の
郭
熙
を
境
に
し
て
、
再
び
新
た
な
中
国
山
水
画
の
創
造
が
模
索
さ
れ
て
い

く
。現
在
な
お
作
品
が
伝
来
す
る
李
成
派
の
画
家
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、次
の
哲
宗
朝
、

徽
宗
朝
初
期
に
活
躍
し
た
王
詵
、
李
公
年
が
い
る
。

　

王
詵
は
北
宋
建
国
の
功
臣
王
全
斌
の
末
裔
と
し
て
生
ま
れ
、
神
宗
の
娣
に
当
た
る

蜀
国
長
公
主
を
下
嫁
さ
れ
、
駙
馬
都
尉
の
官
職
に
つ
い
た（

（1
（

。
王
詵
の
伝
世
作
品
に
青

緑
の
烟
江
畳
嶂
図
巻
（
上
海
博
物
館
）
と
水
墨
の
漁
村
小
雪
図
巻(

北
京
故
宮
博
物

院　

図
5
）
が
あ
り
、
い
ま
後
者
を
取
り
上
げ
る
と
、
冒
頭
の
湖
水
に
舟
を
浮
か
べ

て
魚
を
捕
る
光
景
は
、
周
り
を
雪
の
積
も
っ
た
山
岳
で
囲
ま
れ
、
い
か
に
も
こ
じ
ん

ま
り
し
た
小
景
画
の
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
る
。
ま
た
後
半
は
景
を
開
い
て
、
画
面
奥

の
橫
に
連
な
る
遠
山
を
望
む
描
写
で
は
、
近
景
の
右
の
崖
上
に
屈
曲
し
て
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
グ
す
る
双
松
、
左
は
巻
末
の
土
坡
上
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
双
檜
を
大
き
く
配

し
、
遠
近
の
景
の
大
小
比
に
よ
り
広
大
な
空
間
を
取
り
込
む
か
に
み
え
る
。
し
か
し

郭
熙
の
早
春
図
左
側
の
平
遠
景
と
比
べ
れ
ば
奥
行
き
の
遠
い
広
が
り
に
乏
し
く
、
李

成
派
特
有
の
無
限
遠
の
描
出
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
冒
頭
の
小

景
と
併
せ
、
限
ら
れ
た
空
間
に
詩
情
の
表
出
が
意
図
さ
れ
、
中
段
の
深
い
谷
間
に
童

僕
を
従
え
て
行
く
高
士
が
描
か
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
隠
遁
居
住
し
な
が
ら
雪
景
を

嘆
賞
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
李
公
年
は
政
和
四
年
（
一
一
一
四
）
の
両
浙
路
提
点
刑
獄
の
官
歴
ま
で
確

認
さ
れ
る
「
文
臣
」
で
あ
り（

（2
（

、
山
水
図
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
館　

図
６
）
が

今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
図
は
縦
長
の
画
面
を
う
ま
く
使
い
、
全
体
と
し
て
山
脚

を
雲
煙
に
没
し
た
主
峰
を
仰
ぎ
見
る
高
遠
の
構
図
法
を
と
る
が
、
高
士
と
僮
僕
が
水

辺
に
坐
し
て
雲
の
わ
き
起
こ
る
の
を
見
る
中
景
に
お
い
て
は
、
山
裾
の
流
麗
な
曲
線

を
左
右
か
ら
入
り
組
ま
せ
る
と
同
時
に
、
余
分
な
も
の
一
切
を
雲
煙
で
包
ん
で
捨
象

す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
。
こ
の
山
水
図
は
、『
宣
和
画
譜
』
巻
一
二
の
記
事（

（2
（

が
そ
の

ま
ま
解
説
を
兼
ね
、「
物
象
が
空
曠
有
無
の
間
に
出
没
す
る
が
若
し
、
正
に
騒
人
詩

客
の
賦
詠
に
合
す
」
と
あ
る
。
雲
煙
に
包
ま
れ
た
夢
幻
的
な
詩
情
は
、
水
辺
に
後
ろ

向
き
に
坐
し
て
奥
の
方
を
見
や
る
高
士
の
姿
勢
と
と
も
に
、
唐
の
王
維
「
終
南
別
業

詩
」
詩
の
「
行
き
て
水
の
窮
ま
る
処
に
到
り
、
坐
し
て
雲
の
起
こ
る
時
を
看
る
」
の

句（
（2
（

に
ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
。
も
は
や
李
成
派
特
有
の
「
千
里
の
遠
」
の
表

現
は
見
ら
れ
ず
、
空
間
は
狭
ま
っ
て
小
景
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
限
ら
れ
た
空
間
を

雲
煙
が
柔
ら
か
く
包
ん
で
、
観
者
の
目
を
そ
こ
に
遊
ば
せ
る
光
景
が
描
か
れ
て
い

る
。
郭
熙
「
林
泉
高
致
」
が
「
行
く
可
く
望
む
可
き
は
、
居
る
可
き
游
ぶ
可
き
の
得

た
る
に
如
か
ず
」
と
指
摘
し
た
四
種
類
の
山
水
の
う
ち（

（2
（

、
漁
村
小
雪
図
が
ま
だ
「
居
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る
可
き
」
山
水
の
段
階
と
す
れ
ば
、こ
の
山
水
図
は
最
も
成
熟
し
た
最
終
段
階
の
「
游

ぶ
可
き
」
山
水
の
典
型
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
王
詵
の
漁
村
小
雪
図
巻
と
李
公
年
の
山
水
図
は
、
郭
熙
の
早
春
図
以

後
に
お
け
る
北
宋
山
水
画
の
変
容
の
過
程
を
如
実
に
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対

し
て
万
壑
松
風
図
は
、
ま
た
そ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
変
容
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

何
よ
り
も
画
面
一
杯
に
山
岳
、
岩
塊
、
樹
木
を
墨
で
黒
々
と
描
い
て
、
観
者
の
視
線

を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
。『
林
泉
高
致
』
流
に
い
え
ば
、「
満
幅
を
塗
抹
し
、
こ
れ
を
看

れ
ば
人
目
を
填
塞
せ
し
む
。
す
で
に
し
て
人
意
を
し
て
不
快
に
せ
し
む
れ
ば
、
い
ず

く
ん
ぞ
賞
を
蕭
灑
に
取
り
、情
を
高
大
に
見
さ
ん
や
」
と
い
う
よ
う
に
、ま
さ
に
「
瀟

灑
」
に
し
て
「
高
大
」
な
山
水
の
対
極
に
位
置
す
る
、
郭
煕
が
最
も
忌
み
嫌
う
山
水

の
典
型
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（2
（

。
郭
煕
と
李
唐
と
は
、
確
か
に
片
や
神
宗
朝
、
片
や
徽

宗
朝
と
異
な
り
、
両
図
の
制
作
年
代
も
半
世
紀
余
り
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
同
じ
く

北
宋
の
宮
廷
画
家
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
も
落
差
が
あ
ろ
う
と
は
、
何
か

特
別
の
事
情
が
あ
っ
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
が

全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
中
央
の
軸
に
注
目
す
る
と
し
て
、
ま
ず
、
こ
の
図
に
お
い
て
最

も
特
異
な
表
現
を
な
し
、
存
在
感
を
有
す
る
方
形
岩
塊
を
取
り
上
げ
る
。
岩
塊
は
上

述
の
よ
う
に
、
中
段
の
中
央
や
や
左
寄
り
と
上
段
の
中
央
と
に
二
つ
置
か
れ
て
い
る

が
、
先
に
こ
と
さ
ら
岩
塊
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
岩
塊
は
単
体

の
石
の
如
く
に
み
え
る
。
と
り
わ
け
中
景
の
方
解
石
状
の
石
質
を
な
す
岩
塊
は
、
頂

き
に
小
松
が
生
え
て
い
る
と
は
い
え
、
す
ぐ
右
側
の
滝
の
流
れ
落
ち
る
近
辺
（
図

7
）
を
詳
し
く
観
察
す
る
と
、
背
後
の
主
峰
を
な
す
岩
塊
と
の
間
に
隙
間
が
は
っ
き

図６　李公年　山水図　北宋　絹本墨画淡彩
130.0×48.5cm　プリンストン大学美術館
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図８　蕭照　山腰楼観図　南宋　絹本墨画　179.3×112.7cm　
台北故宮博物院

図７　李唐　万壑松風図（部分）
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り
看
取
さ
れ
、
周
囲
の
他
の
岩
と
の
繋
が
り
を
全
く
欠
い
て
単
独
で
そ
こ
に
置
か
れ

た
か
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
景
主
峰
の
岩
塊
も
同
様
で
あ
り
、
中
景
岩
塊
と
の

隙
間
の
土
石
の
上
に
立
て
て
置
か
れ
た
か
の
如
く
に
み
え
る
。
范
寛
流
に
主
峰
の
腰

を
雲
煙
で
隠
そ
う
に
も
、
腰
の
部
分
は
土
石
に
埋
ま
っ
て
も
と
か
ら
隠
れ
て
見
え
な

い
の
で
あ
る
。
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
か
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
李
唐
の
弟
子
の
蕭
照
が
画
い
た
山
腰
楼
観
図
（
台
北
・
故
宮
博

物
院
蔵　

図
8
）
の
岩
の
表
現
と
較
べ
て
み
れ
ば
納
得
が
い
こ
う
。
そ
こ
で
は
、
い

ず
れ
の
岩
も
お
互
い
に
連
結
し
合
っ
て
脈
絡
を
形
成
し
な
が
ら
、
峰
巒
を
形
成
し
た

り
石
坡
を
形
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
自
然
一
般
の
岩
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、万
壑
松
風
図
の
場
合
は
、繋
が
り
の
な
い
二
つ
の
岩
塊
だ
け
で
そ
れ
ぞ
れ
中
景
、

後
景
を
構
成
し
、
そ
れ
ら
が
各
景
の
主
役
を
演
ず
る
べ
く
形
を
整
え
る
と
と
も
に
位

置
を
考
慮
し
て
置
か
れ
、
よ
り
華
麗
に
見
せ
る
た
め
の
巧
妙
な
人
工
的
演
出
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
前
景
石
坡
の
上
に
置
か
れ
た
二
つ
の
松
の
樹
叢
（
図
9
）
を
詳
し

く
み
れ
ば
、
よ
り
一
層
明
確
に
な
ろ
う
。
右
側
の
樹
叢
は
七
株
、
左
側
の
樹
叢
は
五

株
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
手
前
に
よ
り
大
き
く
表
さ
れ
た
左
側
樹
叢
を
ま
ず
取

り
上
げ
る
と
、
五
株
の
松
は
ど
れ
も
、
幹
の
樹
皮
が
鱗
状
に
描
か
れ
て
、
中
途
に
う

ろ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
配
置
は
や
や
太
い
松
を
中
に
、
互
い
に
交
差
す
る
松

二
株
ず
つ
を
左
右
に
配
し
て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
役
の
中
央
の
松
は
、
岩
を
咬
む
根
を

こ
と
さ
ら
高
く
浮
き
上
が
ら
せ
た
り
、
幹
の
途
中
か
ら
伸
び
た
枝
を
奇
妙
に
曲
が
り

く
ね
ら
せ
た
り
し
て
、
岩
を
咬
む
龍
の
爪
や
巻
き
付
く
子
供
の
龍
（
蛟
）
を
表
し
、

明
ら
か
に
龍
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
法
は
右
側
の
七
株
か
ら
成
る
樹
叢

も
同
様
で
、
前
方
の
や
や
太
い
二
株
と
後
方
の
細
い
五
株
か
ら
成
り
、
太
さ
を
違
え

て
互
い
に
交
差
す
る
前
者
は
恰
も
夫
婦
の
よ
う
で（

（2
（

、
そ
れ
を
取
り
巻
く
後
者
は
子
供

達
の
よ
う
で
あ
る
。
組
合
わ
せ
方
と
い
い
、
表
現
方
法
と
い
い
、
明
ら
か
に
人
為
的

図９　李唐　万壑松風図（部分）



15

に
組
み
合
わ
さ
れ
た
植
木
の
感
じ
が
す
る
。
も
し
自
然
の
松
で
あ
れ
ば
、
伯
夷
叔
斉

采
薇
図
巻
に
画
か
れ
た
首
陽
山
の
松
の
よ
う
に
、
蔓
な
ど
が
巻
き
付
い
た
り
他
種
の

樹
木
の
枝
葉
と
混
じ
り
合
う
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ら
が
一
切
み
ら

れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
松
は
自
然
の
深
山
幽
谷
に
生
え
た
松
で
は
な
く
、
人

間
の
手
が
加
わ
え
ら
れ
た
庭
園
の
植
木
と
し
て
の
松
と
み
な
さ
れ
る
。

　

自
然
の
印
象
を
欠
く
と
い
う
点
で
は
、
中
景
・
後
景
の
あ
ち
こ
ち
に
湧
い
た
雲
煙

も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
雲
煙
の
輪
郭
を
く
っ
き
り
画
い
て
、
背
後
の
景
物
を
完

全
に
掻
き
消
す
ほ
ど
に
濃
く
表
さ
れ
て
お
り
、
早
春
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
景
物

が
見
え
隠
れ
す
る
自
然
の
淡
い
雲
煙
と
異
な
っ
て
い
る
。
瑞
祥
的
な
意
味
を
こ
め
た

瑞
雲
か
と
思
わ
れ
、
自
然
ら
し
さ
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
巨
大
な
単
体
の
岩
と
い
い
、
植
木
と
し
て
の
松
と
い
い
、
瑞
祥
的
な

雲
煙
と
い
い
、こ
こ
に
画
か
れ
た
山
水
は
、人
工
の
自
然
を
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、

詰
ま
る
所
、
人
工
の
庭
で
あ
る
假
山
（
築
山
）
を
画
い
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
し
か
し
、
假
山
と
い
っ
て
も
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
假
山
は
岩

塊
の
大
き
さ
か
ら
推
し
て
も
巨
大
な
も
の
で
、
内
部
を
め
ぐ
る
こ
と
の
出
来
る
よ
う

な
大
規
模
な
回
遊
式
庭
園
が
推
測
さ
れ
る
。

　

実
際
、
そ
の
回
遊
式
の
假
山
を
物
語
る
よ
う
な
演
出
が
、
万
壑
松
風
図
に
は
は
っ

き
り
と
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
画
面
右
下
角
に
画
か
れ
た
小
径
で
あ
る
。
こ
の
小

径
（
図
9
）
は
、
前
景
中
央
の
松
の
樹
叢
が
生
え
る
石
坡
と
右
辺
の
う
ず
高
い
崖
と

の
間
を
縫
っ
て
左
上
へ
と
斜
め
に
登
っ
て
行
き
、
松
林
の
奥
へ
と
消
え
て
い
る
。
人

間
ひ
と
り
が
や
っ
と
通
れ
る
程
の
幅
し
か
な
く
、
ま
た
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
固
い
岩
を

鑿
っ
て
で
き
た
小
径
で
、
蕭
照
の
山
腰
楼
観
図
に
画
か
れ
る
、
住
民
や
旅
人
が
行
き

交
う
岩
の
道
路
と
は
は
っ
き
り
異
な
っ
て
い
る
。
銘
木
や
銘
石
を
観
賞
し
な
が
ら
め

ぐ
る
小
径
で
あ
る
。

三
、
二
つ
の
万
松
金
闕
図

（
一
）
李
唐
・
万
松
金
闕
図

　

本
稿
が
問
題
と
す
る
李
唐
の
万
壑
松
風
図
と
関
連
し
て
、
非
常
に
興
味
深
い
李
唐

の
作
品
が
、
清
初
に
伝
来
す
る
多
く
の
作
品
を
記
録
し
た
呉
其
貞（

（2
（

の
『
書
画
記
』
巻

五
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
万
松
金
闕
図
と
称
す
る
絹
本
大
幅
の
作
品
で
、
呉

其
貞
に
よ
れ
ば
、康
熙
八
年（
一
六
六
九
年
）、元
の
李
衎
の
古
木
幽
篁
図
と
と
も
に
、

杭
州
で
紹
興
王
氏
の
家
人
か
ら
入
手
し
た
と
い
い（

（2
（

、
李
唐
の
「
神
品
」
と
賞
賛
し
て

い
る
。
こ
の
作
品
が
万
壑
松
風
図
と
構
図
が
よ
く
似
て
、
そ
の
解
釈
に
貴
重
な
手
掛

か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
即
ち
、

　

画
群
松
于
壑
内
、
両
辺
斗
立
方
塊
峻
峰
、
左
低
而
右
高
。
左
有
水
流
、
下
松

壑
而
出
、
右
有
水
流
、
下
宮
闕
而
出
。
下
段
石
坂（

（2
（

、
皆
為
劈
斧
皴
、
上
段
峰
頭
、

蓋
用
側
筆
直
皴
。
画
法
清
潤
、
結
構
高
妙
、
為
李
之
神
品
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
画
面
上
段
の
左
と
右
に
高
さ
の
異
な
る
角
だ
っ
た
方
形
岩
塊
の

峻
峰
を
二
つ
並
べ
て
立
た
せ
、
中
段
は
左
右
両
側
に
溪
流
を
配
し
、
左
側
の
溪
流
は

松
林
の
丘
壑
を
下
っ
て
、
下
段
の
石
坡
へ
と
至
り
、
右
側
は
「
宮
闕
」
の
間
を
下
っ

て
、
同
じ
く
石
坡
へ
と
至
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
作
品
も
「
群
松
を
壑
内
に
画
く
」
と
記
す
よ
う
に
、
丘
壑
内
に
無
数
の
松
を

画
く
点
で
万
壑
松
風
図
と
共
通
す
る
が
、
更
に
「
峻
峯
」、「
水
流
」、「
石
坡
」
な
ど

の
主
要
モ
チ
ー
フ
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
水
流
」
は
、「
松
壑
を
下

る
」
と
あ
る
通
り
瀑
布
と
渓
流
の
双
方
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
左
と
右

に
配
し
た
方
式
も
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
画
面
の
主
人
公
た
る
「
峻
峯
」
に
つ
い
て
は
、
万
壑
松
風
図
が
中
央
に
一
つ
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で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
左
右
に
二
つ
配
さ
れ
た
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
形
は
と
い
う
と
、「
斗
立
方
塊
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ご
つ
ご
つ
し
た
四
角

い
岩
の
か
た
ま
り
状
を
な
し
て
立
ち
上
が
る
点
は
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
そ
の
画
き
方
は
「
側
筆
直
皴
を
用
い
る
」
と
あ
る
が
、
万
壑
松
風
図
も
筆
の

腹
を
使
っ
て
下
に
刷
き
お
ろ
し
た
皴
法
を
幾
層
も
重
ね
て
、
独
特
な
峰
の
質
感
を
出

し
て
い
る
。
一
方
、
画
面
下
部
の
石
坡
は
と
も
に
溪
流
の
行
き
着
い
た
先
の
水
に
洗

わ
れ
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
万
松
金
闕
図
の
方
は
『
書
画
記
』
の
記
述
に
よ

る
と
、「
劈
斧
皴
」（
斧
劈
皴
）
で
作
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
。
但
し
こ
こ
で
注
意
す
べ

き
は
、
後
代
の
馬
遠
や
夏
珪
の
山
水
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
斧
劈
皴
で
な
い
こ
と

は
勿
論
の
こ
と
と
し
て
、
呉
其
貞
が
紹
興
で
み
た
雪
景
捕
魚
図
に
使
わ
れ
て
い
た
と

い
う
蔵
鋒
禿
筆
の
小
斧
劈
皴（

（3
（

、
つ
ま
り
典
型
的
な
斧
劈
皴
に
至
る
以
前
の
細
か
い
皴

擦
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
万
壑
松
風
図
の
石
坡
も
、
輪
郭
線
と

と
も
に
、
斧
劈
皴
と
い
う
よ
り
ち
び
た
筆
を
用
い
た
小
刻
み
な
皴
擦
に
よ
っ
て
、
や

や
水
気
を
帯
び
た
固
い
岩
石
の
形
と
質
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
万
松
金
闕
図
は
構
図
、
モ
チ
ー
フ
、
画
法
の
点
で
万
壑
松
風
図
と

類
似
点
が
数
多
く
認
め
ら
れ
、
あ
た
か
も
両
者
は
同
じ
山
水
を
画
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
せ
る
程
で
あ
る
。
両
者
の
最
も
大
き
な
違
い
と
い
え
ば
、
万
松
金
闕

図
の
右
側
に
あ
っ
た
と
い
う
「
宮
闕
」
の
存
在
で
あ
る
。
左
側
の
中
段
丘
壑
と
対
称

的
な
位
置
に
配
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
画
題
の
「
金
闕
」
も
当
然
こ
れ
を
指
し
、

画
面
の
主
役
的
存
在
で
あ
っ
た
。
金
闕
と
は
、
神
仙
思
想
や
道
教
で
い
う
天
上
世
界

に
い
る
天
帝
の
住
ま
う
宮
殿
、
も
し
く
は
地
上
世
界
の
天
子
の
宮
殿
を
指
し
、
こ
こ

で
は
そ
の
よ
う
な
金
闕
が
万
松
で
お
お
わ
れ
た
奥
深
い
山
中
に
置
か
れ
て
い
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
万
松
金
闕
図
に
画
か
れ
た
山
水
が
、
先
に
考
察
し
た

よ
う
に
、
万
壑
松
風
図
に
画
か
れ
た
山
水
と
同
じ
く
人
工
の
庭
園
を
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
山
中
に
「
宮
闕
」
が
存
在
し
て
も
何
の
不
思
議
も
な
か
ろ
う
。
逆
に
、
人
工
の

大
規
模
な
庭
園
で
あ
れ
ば
、
当
然
「
金
闕
」
に
類
似
し
た
建
築
物
が
配
さ
れ
て
い
た

筈
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
の
両
図
の
違
い
と
言
え
ば
、万
壑
松
風
図
の
中
景
の
方
形
岩
塊
で
あ
る
。

こ
れ
は
見
方
に
よ
っ
て
は
、
万
松
金
闕
図
の
「
両
辺
の
斗
立
す
る
方
塊
峻
峰
」
の
一

つ
に
該
当
す
る
か
に
も
見
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
岩
塊
は
峻
峰
と
い
う
よ
う
な
峰
の

体
裁
を
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
後
景
主
峰
と
は
余
り
に
も
高
さ
が
違
い
す
ぎ
る
。

む
し
ろ
、
同
じ
く
中
段
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
万
松
金
闕
図
の
宮
闕
に
対
応
す
る

も
の
で
、そ
れ
と
同
等
の
主
役
的
役
割
を
も
っ
た
岩
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
趙
伯
驌
・
万
松
金
闕
図
巻

  

李
唐
の
万
松
金
闕
図
と
関
連
し
て
、
南
宋
の
趙
伯
驌
の
制
作
し
た
同
じ
題
名
を
有

す
る
図
巻
が
存
在
す
る
。
こ
の
万
松
金
闕
図
巻
（
北
京
故
宮
博
物
院　

図
10
）
は
、

縦
二
七
・
三
㎝
、
長
さ
一
三
六
㎝
の
絹
本
に
、
緑
、
茶
、
白
な
ど
濃
彩
の
顔
料
に
加

え
て
金
泥
の
彩
色
を
使
っ
て
華
麗
に
画
か
れ
、
所
謂
青
緑
山
水
画
の
体
裁
を
な
し
て

い
る（

（3
（

。
落
款
が
な
く
、
巻
末
に
は
こ
の
作
品
を
趙
伯
驌
の
万
松
金
闕
図
と
断
じ
た
元

の
趙
孟
頫（

（3
（

、
金
碧
画
と
評
し
た
倪
瓚
、
禁
中
の
景
致
を
写
し
た
と
す
る
張
紳
の
跋
が

あ
る
。

　

作
者
の
趙
伯
驌
（
一
一
二
四
〜
一
一
八
二
）
は
、
字
を
希
遠
と
い
い
、
兄
の
伯
駒

と
と
も
に
宋
の
太
祖
趙
匡
胤
の
七
代
目
の
子
孫
に
当
た
り
、北
宋
末
の
宣
和
六
年（
一

一
二
四
）
に
生
ま
れ
た
。
宋
朝
の
南
渡
後
は
、
父
の
子
笈
が
康
王
時
代
の
高
宗
の
邸

宅
に
陪
従
し
た
こ
と
や
、
高
宗
が
彼
ら
兄
弟
の
絵
画
を
観
賞
し
た
こ
と
が
縁
で
、
高

宗
の
知
遇
を
受
け
、
本
路
兵
馬
副
都
監
、
兵
馬
鈐
轄
な
ど
の
武
職
を
歴
任
し
、
ま
た

金
国
の
王
の
誕
生
日
を
祝
賀
す
る
使
に
は
副
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
絵
画
は
兄
と

同
じ
く
青
緑
山
水
画
や
人
物
を
得
意
と
し
、
径
山
に
羅
漢
図
を
画
い
た
こ
と
も
伝
え

ら
れ
る（

（3
（

。
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図
10　

趙
伯

驌
　

万
松

金
闕

図
巻

　
絹

本
着

色
　

27.7×
135.2cm

　
北

京
故

宮
博

物
院

図
11　

趙
伯

驌
　

万
松

金
闕

図
巻

（
部

分
）

図
12　

趙
伯

驌
　

万
松

金
闕

図
巻

（
部

分
）
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を
め
が
け
て
飛
ん
で
お
り
、
巻
首
の
水
の
上
を
す
れ
す
れ
に
飛
ぶ
白
鶴
も
山
の
方
に

向
か
い
、
山
の
上
を
舞
う
白
鶴
と
も
ど
も
、
聖
域
の
金
闕
を
祝
福
し
て
い
る
。
ま
た

巻
尾
か
ら
た
な
び
く
雲
煙
は
輪
郭
を
く
っ
き
り
画
い
て
、
ま
さ
し
く
瑞
雲
の
様
を
な

し
、
次
第
に
金
闕
の
方
へ
と
及
ん
で
、
す
で
に
半
ば
を
包
ん
で
い
る
。
岸
辺
の
松
叢

の
下
や
巻
尾
の
大
松
の
下
に
、
梅
が
松
の
緑
と
対
に
な
っ
て
随
処
に
花
を
咲
か
せ
て

お
り
、
春
の
朝
の
瑞
々
し
い
光
景
を
吉
祥
の
意
を
込
め
て
画
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
瑞
祥
ず
く
め
の
金
闕
は
、
無
論
、
趙
伯
驌
の
生
き
た
南
宋
の
都
で
あ

る
臨
安
の
宮
殿
を
さ
す
。
臨
安
の
京
城
（
図
13
）
は
、
西
湖
の
南
東
、
銭
塘
江
の
北

側
に
位
置
し
、
京
城
内
に
鳳
凰
山
、
万
松
嶺
、
呉
山
な
ど
の
小
高
い
山
々
を
取
り
込

ん
で
造
営
さ
れ
、
鳳
凰
山
の
東
側
の
す
ぐ
麓
に
大
内
、
東
宮
を
擁
す
る
皇
城
が
位
置

し
て
い
た
。
鳳
凰
山
は
海
抜
一
七
八
ｍ
、
西
北
か
ら
連
な
る
山
並
み
は
こ
こ
に
至
っ

て
止
ま
り
、
鳳
凰
が
翼
を
拡
げ
て
舞
う
よ
う
だ
と
い
う（

（3
（

。
ま
た
北
側
の
万
松
嶺
は
道

を
挟
ん
で
松
を
植
え
、
白
居
易
の
夜
帰
詩
に
「
万
株
の
松
樹　

青
山
の
上
」
と
詠
わ

れ
た（

（3
（

。
こ
の
万
松
金
闕
図
巻
が
画
く
松
林
に
包
ま
れ
た
金
闕
は
、
こ
の
鳳
凰
山
の
麓

に
営
ま
れ
た
宮
殿
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
初
の
詩
人
高
啓
（
一
三
三
六

〜
一
三
七
四
）
も
こ
の
図
に
題
詩
し
て
、

　

長
松
掀
髯
若
群
龍
、
下
繞

闕
雲
千
重
。

凰
山
頭
望
前
殿
、
翠
涛
正
涌
金

芙
蓉
。
海
門
日
出
潮
初
上
、　

白
鶴
飛
來
近
仙
掌
。

と
詠
い（

（3
（

、
長
松
、
宮
闕
、
鳳
凰
山
、
翠
涛
、
海
門
山
の
日
の
出
と
、
巻
尾
か
ら
順
に

記
し
て
い
る
。
事
実
、
図
で
は
金
闕
の
背
後
の
山
に
は
険
し
い
崖
（
図
12
）
が
表
さ

れ
、
そ
こ
だ
け
岩
肌
を
露
わ
に
し
て
い
る
が
、
現
地
調
査
を
試
み
た
西
尾
歩
氏
に
よ

る
と
、
現
在
の
将
台
山
を
含
め
た
鳳
凰
山
に
は
、
同
じ
よ
う
な
崖
が
あ
る
と
い
う（

（3
（

。

す
る
と
鳳
凰
山
と
麓
の
宮
殿
を
写
し
た
と
い
う
推
測
は
ま
す
ま
す
確
実
性
を
増
し
て

　

さ
て
、万
松
金
闕
図
巻
は
、冒
頭
、水
が
茫
々
と
左
奥
へ
と
広
が
る
か
と
思
う
と
、

松
の
生
え
た
岸
辺
が
鋭
く
突
き
出
て
、
次
第
に
山
の
景
へ
と
変
わ
り
、
柔
ら
か
く
な

だ
ら
か
な
弧
を
描
く
山
々
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
、
麓
の
宮
殿
の
屋
根
が
見
え
隠
れ

し
、
最
後
は
近
景
土
坡
上
に
松
が
大
写
し
さ
れ
て
、
た
な
び
く
白
雲
を
背
に
華
麗
な

姿
を
見
せ
て
い
る
。

　

画
面
は
確
か
に
水
の
景
か
ら
山
の
景
へ
と
右
か
ら
左
に
展
開
し
て
い
る
が
、
巻
尾

の
近
景
土
坡
と
三
株
の
松（
図
11
）が
余
り
に
も
輪
郭
も
く
っ
き
り
と
大
写
し
さ
れ
、

ま
た
そ
れ
が
よ
り
小
さ
く
写
さ
れ
た
前
半
の
岸
辺
の
松
と
呼
応
す
る
た
め
、
視
線
は

強
引
に
右
に
導
か
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た
中
間
の
山
々
が
濃
淡
の
白
い
雲
煙
に
覆
わ

れ
て
半
ば
輪
郭
を
没
す
る
た
め
、
空
気
遠
近
法
的
に
こ
れ
ら
を
中
景
と
し
て
、
更
に

茫
々
と
け
む
っ
て
広
が
る
冒
頭
の
水
の
遠
景
へ
と
導
か
れ
、
実
際
は
明
ら
か
に
左
か

ら
右
へ
と
景
が
展
開
し
て
い
る（

（3
（

。

　

一
方
、
こ
の
図
は
上
述
の
よ
う
に
青
緑
山
水
画
の
体
を
な
し
て
、
随
所
に
瑞
祥
的

要
素
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
瑞
鳥
の
典
型
で
あ
る
鶴
は
岸
辺
の
松
叢

の
下
に
二
羽
い
る
が
、水
の
上
、山
の
上
に
も
二
羽
ず
つ
、い
ず
れ
も
対
で
表
さ
れ
、

巻
尾
の
大
松
を
透
か
し
て
見
え
る
橋
の
欄
干
に
は
、
喜
鵲
に
似
た
尾
の
長
い
鳥
が
二

羽
止
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
橋
の
上
を
八
羽
の
頸
の
長
い
鳥
が
山
の
方
を
め
が
け
て
飛

ん
で
い
る
。
ま
た
画
面
一
面
を
埋
め
る
よ
う
に
表
さ
れ
た
松
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
青
々
と
瑞
々
し
く
、
と
り
わ
け
巻
尾
に
配
さ
れ
た
三
株
の
大

松
は
、
枝
葉
を
笠
状
に
作
っ
て
福
々
し
く
優
雅
に
画
か
れ
て
い
る
。
画
題
に
万
松
金

闕
と
い
う
ご
と
く
、
こ
の
松
と
金
闕
は
こ
の
図
の
二
大
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
が
、
そ
の

金
闕
は
な
だ
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
く
松
の
大
群
に
囲
ま
れ
て
、
一
帯
は
緑
な
す
聖
域

を
形
作
っ
て
お
り
、
ま
た
巻
尾
の
大
松
の
う
ち
二
株
は
体
を
聖
域
の
方
に
傾
け
、
巻

首
の
水
の
上
に
浮
か
ぶ
朝
陽
の
光
と
と
も
に
、
両
側
か
ら
聖
域
の
金
闕
を
寿
い
で
い

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
巻
尾
の
頸
の
長
い
鳥
は
聖
域
の
方
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き
た
が
、
宮
殿
の
方
は
、
画
面
で
は
左
に
豪
壮
な
殿
閣
が
前
後
に
二
棟
並
び
、
右
に

傾
斜
の
き
つ
い
尖
っ
た
屋
根
の
宮
殿
が
左
右
に
二
棟
並
ん
で
い
る
。
前
者
は
崖
の
あ

る
鳳
凰
山
を
背
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
皇
城
大
内
の
文
徳
殿
、
垂
拱
殿
を
、
後
者

は
そ
れ
か
ら
少
し
離
れ
て
北
側
の
別
の
山
を
背
に
松
林
の
中
に
独
立
し
た
形
で
画
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
或
い
は
紹
興
三
二
年
（
一
一
六
二
）、
高
宗
趙
構
が
孝
宗

に
譲
位
し
て
後
、
太
上
皇
帝
と
し
て
住
ん
だ
徳
寿
宮
を
表
し
て
い
る（

（3
（

可
能
性
も
あ
ろ

う
。
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）、
趙
伯
驌
は
本
路
兵
部
副
都
監
と
な
り
、
兼
ね
て
徳

寿
宮
付
き
の
官
に
つ
い
て
お
り（

（4
（

、
譲
位
後
も
趙
構
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
趙
伯
驌
の
万
松
金
闕
図
巻
が
、
南
宋
臨
安
の
皇
城

内
の
宮
殿
と
鳳
凰
山
を
表
し
て
い
る
と
な
る
と
、『
書
画
記
』
に
著
録
さ
れ
た
、
同

じ
名
称
を
持
つ
李
唐
の
万
松
金
闕
図
も
、
そ
こ
に
画
か
れ
た
金
闕
は
、
北
宋
の
都
汴

京
の
皇
城
内
の
宮
殿
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

但
し
、
後
者
に
画
か
れ
た
丘
壑
は
、
先
に
考
証
し
た
と
お
り
、
万
壑
松
風
図
の
丘

壑
と
も
ど
も
、
あ
く
ま
で
庭
園
内
部
に
岩
組
や
植
木
を
配
し
た
人
工
的
な
も
の
で
あ

り
、
金
闕
も
あ
く
ま
で
巨
大
な
庭
園
内
部
の
宮
殿
建
築
を
意
味
し
て
い
た
。

　

で
は
、
北
宋
の
都
汴
京
の
皇
城
内
に
あ
っ
た
大
規
模
な
庭
園
と
は
、
一
体
何
で
あ

ろ
う
か
。
当
然
考
え
ら
れ
る
の
は
、徽
宗
の
造
営
し
た
、か
の
有
名
な
艮
嶽
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
未
曽
有
の
大
庭
園
の
山
岳
を
造
営
す
る
に
当
た
り
、
後
述
す
る
よ
う

に
徽
宗
は
杭
州
の
鳳
凰
山
を
モ
デ
ル
と
し
て
造
っ
た
と
い
う
因
縁
も
有
し
て
い
る
。

四
、
徽
宗
の
艮
嶽
造
営
と
艮
嶽
図

（
一
）
徽
宗
の
艮
嶽
造
営

　

徽
宗
皇
帝（
在
位
一
一
〇
〇
〜
一
一
二
五
）は
神
宗
皇
帝
の
第
十
一
子
に
あ
た
り
、

兄
の
哲
宗
の
死
後
、
向
太
后
の
支
持
を
受
け
て
北
宋
第
八
代
皇
帝
の
位
に
つ
い
た
。

1　大内御苑　

2　徳寿宮

3　聚景園　

8　屏山園

9　浄慈寺　

10　慶楽園

11　玉津園　

12　富慶園

13　五柳園
図13　南宋臨安宮苑分布図　周維権『中国古典園林史』より
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太
后
が
没
し
て
親
政
す
る
と
、
父
神
宗
の
断
行
し
た
新
法
を
採
用
し
た
。
し
か
し
政

治
に
は
熱
心
で
な
く
、
蔡
京
を
宰
相
に
登
用
し
て
政
治
を
ま
か
せ
た
。
あ
わ
せ
て
四

度
政
権
を
担
当
し
た
蔡
京
は
、皇
帝
の
権
威
を
示
す
た
め
に
「
豊
亨
豫
大
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
明
堂
、
延
福
宮
、
景
龍
江
、
艮
嶽
な
ど
の
土
木
事
業
を
起
こ
し
た（

（4
（

。

な
か
で
も
艮
嶽
の
造
営
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
で
徽
宗
朝
を
象
徴
す
る
大
土
木
事
業

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
艮
嶽
は
、
北
宋
の
都
汴
京
の
京
城
（
図
14
）
内
に
、
徽
宗
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
巨
大
な
人
工
の
假
山
で
あ
る
。
造
営
の
い
き
さ
つ
は
、王
明
清
の『
揮
麈
録
後
録
』

巻
二
に
よ
る
と
、
茅
山
の
道
士
劉
混
康
か
ら
、
京
城
の
東
北
隅
の
地
を
少
し
高
く
す

れ
ば
、
男
子
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
と
い
わ
れ
、
そ
こ
で
「
数
仞
の
崗
阜
」
を
造
る

と
、
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
た
め
、
道
士
の
言
を
信
ず
る
よ
う
に
な
り
、
土
木
の
工
を

興
し
て
艮
嶽
を
造
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

（4
（

。

　

し
か
し
本
格
的
な
造
営
が
始
ま
る
の
は
政
和
年
間
以
降
の
こ
と
で
、『
宋
史
』
地

理
志
に
よ
る
と
、「
万
歳
山
艮
嶽
は
、
政
和
七
年
（
一
一
七
）
上
清
宝
籙
宮
の
東
に

万
歳
山
を
作
る
に
始
ま
る
」
と
あ
る（

（4
（

。
ま
た
『
資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末
』
巻
一
二

八
、
万
歳
山
の
項
、
政
和
五
年
（
一
一
一
五
）
九
月
甲
辰
の
注
に
引
用
さ
れ
る
、
蔡

京
の
末
子
蔡
絛
の
『
宮
室
苑
囿
篇
』
に
従
う
と
、「
宝
籙
宮
に
お
い
て
工
部
侍
郎
孟

揆
に
命
じ
て
土
功
を
鳩
め
し
め
、
梁
師
成
に
作
役
を
主
ら
し
む
」
と
あ
る（

（4
（

。
上
清
宝

籙
宮
の
完
成
は
政
和
六
年
（
一
一
一
六
）
二
月
の
こ
と
で
あ
る（

（4
（

か
ら
、
久
保
田
和
男

氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、
艮
嶽
の
造
営
は
上
清
宝
籙
宮
の
一
部
と
し
て
政
和
五
年
頃
か

ら
始
ま
り
、
土
を
積
み
石
を
累
ね
る
工
事
は
上
清
宝
籙
宮
造
営
と
同
時
進
行
で
行
わ

れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
が（

（4
（

、
そ
の
領
域
は
拡
張
さ
れ
て
独
立
し
た
施
設
と
み
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
完
成
は
更
に
後
の
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
『
宮
室
苑
囿
篇
』
に
よ
る
と（

（4
（

、
江
南
の
景
勝
の
地
で
あ
る
杭
州
の
鳳
凰
山
、

つ
ま
り
後
に
趙
伯
驌
に
よ
っ
て
万
松
金
闕
図
巻
に
画
か
れ
た
南
宋
皇
城
西
側
の
山
嶽

図14　北宋開封（汴京）概略図（徽宗時代後期） 　久保田和男『宋代開封の研究』より
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を
象
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
い
、最
高
峰
は
九
十
尺
（
約
二
八
ｍ
）、周
囲
は
十
餘
里
（
約

五
・
五
㎞
）
に
及
ぶ
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
門
を
く
ぐ
る
と
、
飛
棧
、
巌
穴
、
溪

澗
な
ど
悉
く
備
わ
り
、
あ
る
洞
窟
は
入
り
口
こ
そ
二
人
が
や
っ
と
通
れ
る
程
だ
が
、

中
に
は
数
百
人
を
収
容
で
き
た
と
い
い
、
檻
泉
泛
流
に
至
っ
て
は
、
み
な
昼
夜
絶
え

る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
山
中
の
平
地
は
、
周
り
に
嘉
木
清
流
を
め
ぐ
ら

せ
、
五
彩
を
施
さ
ず
自
然
の
ま
ま
の
美
材
で
作
ら
れ
た
館
舎
、
臺
閣
が
列
ね
ら
れ
て

お
り
、
山
の
上
下
に
立
つ
亭
宇
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
中
で
も
高
さ
四

十
尺
（
約
十
二
ｍ
）
も
の
神
運
昭
功
石
の
大
石
、
南
朝
陳
の
後
主
の
三
品
石
、
蘇
州

の
白
楽
天
手
植
え
の
檜
な
ど
が
、
そ
の
土
地
の
名
石
、
望
木
と
と
も
に
運
び
込
ま
れ

た
と
い
う
。
当
初
は
鳳
凰
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
が
、
後
に
天
上
世
界
の
「
神
霄
」
が

降
り
、
そ
の
詩
に
「
艮
嶽　

空
霄
を
排
す
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
艮
嶽
と
改
名
さ

れ
、
さ
ら
に
南
山
が
完
成
す
る
と
寿
嶽
と
名
を
変
更
し
た
。

　

こ
れ
ら
江
南
の
花
木
名
石
を
都
の
汴
京
へ
と
運
ん
だ
の
が
、
後
世
に
悪
名
高
い
花

石
綱
で
あ
る
。
徽
宗
が
花
石
に
執
心
す
る
の
を
見
て
、
蔡
京
が
朱
勔
の
父
に
告
げ
、

浙
中
の
珍
異
な
黄
楊
三
本
を
上
進
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
徽
宗
が
こ
れ
を
こ
と
の
ほ
か
喜

ん
だ
の
が
最
初
の
い
き
さ
つ
で
あ
っ
た（

（4
（

。
そ
れ
が
年
々
大
が
か
り
と
な
り
政
和
年
間

に
は
極
盛
に
達
し
て
、
宦
官
朱
勔
に
命
じ
て
江
南
か
ら
奇
石
珍
木
を
徴
発
し
、
船
団

を
組
ん
で
運
河
を
北
上
さ
せ
、
国
都
へ
と
運
ば
せ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
上
述
の
高
さ

四
十
尺
の
太
湖
石
・
神
運
昭
功
石
の
場
合
も
、
巨
艦
に
載
せ
て
役
夫
数
千
人
を
動
員

し
、
途
中
の
州
県
で
は
、
水
門
、
橋
梁
を
毀
し
、
城
壁
を
鑿
っ
て
運
ん
だ
と
い
う（

（4
（

。

し
か
し
、
こ
れ
は
余
り
に
も
沿
道
の
人
民
を
苦
し
め
た
の
で
、
不
平
の
声
が
わ
き
起

こ
り
、
宣
和
二
年
（
一
一
二
〇
）、
遂
に
方
臘
の
乱
が
起
こ
り
中
止
さ
れ
た（

（5
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
花
木
名
石
は
艮
嶽
の
み
な
ら
ず
、
皇
城
内
の
諸
宮
、

京
城
内
の
諸
邸
宅
に
搬
送
さ
れ
、
築
山
の
園
林
を
飾
っ
た
。
徽
宗
時
代
は
、
上
述
の

如
く
、
蔡
京
が
唱
え
る
豊
亨
豫
大
説
の
も
と
、
時
は
豊
亨
豫
大
の
極
盛
の
時
だ
と
し

て
、
徽
宗
の
権
威
を
高
め
る
た
め
に
大
土
木
事
業
が
矢
継
ぎ
早
や
に
行
わ
れ
た
の
で

あ
る（

（5
（

。
新
た
に
宮
城
の
北
に
遷
さ
れ
た
延
福
宮
の
建
設
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ

に
は「
延
福
五
位
」と
呼
ば
れ
る
宦
官
の
童
貫
、楊
戩
な
ど
が
当
た
り
、政
和
三
年（
一

一
一
三
）
に
着
工
し
て
翌
年
八
月
に
完
成
し
た
。
あ
ま
た
の
殿
閣
を
列
ね
た
の
は
も

ち
ろ
ん
、
北
側
に
は
石
を
積
ん
で
山
と
な
し
た
大
規
模
な
假
山
が
造
ら
れ
、
ま
た
池

を
鑿
っ
て
海
や
湖
に
見
立
て
、
ま
わ
り
に
は
嘉
花
名
木
が
植
え
ら
れ
て
、
塵
境
に
類

さ
ず
と
ま
で
称
さ
れ
た（

（5
（

。
こ
う
し
た
築
山
は
宣
和
殿
や
保
和
殿
な
ど
に
も
築
か
れ
、

徽
宗
が
蔡
京
等
の
た
め
に
宴
を
張
っ
た
際
の
有
様
を
記
述
し
た
「
太
清
楼
特
燕
記
」

や
「
保
和
殿
曲
燕
記
」
に
明
ら
か
で
あ
る（

（5
（

。
そ
し
て
徽
宗
の
熱
意
と
い
い
、
規
模
の

大
き
さ
と
し
い
、
こ
れ
ら
大
土
木
事
業
の
最
た
る
も
の
が
艮
嶽
で
あ
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
よ
う
な
艮
嶽
は
、徽
宗
の
単
な
る
造
園
趣
味
の
産
物
で
は
な
く
、

熱
狂
的
な
道
教
信
仰
の
表
れ
で
あ
っ
た
点
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
登

場
す
る
の
が
神
霄
派
の
道
士
林
霊
素
で
あ
る
。林
霊
素
は（

（5
（

、政
和
五
年（
一
一
一
五
）、

蔡
京
の
仲
介
を
経
て
、
か
ね
て
道
教
に
関
心
を
示
し
て
い
た
徽
宗
に
謁
見
し
た
。
彼

の
言
説
は
、
蔡
絛
の
『
史
補
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

神
霄
玉
清
王
者
、
上
帝
之
長
子
、
主
南
方
、
号
長
生
大
帝
君
。
既
下
降
于
世
、

乃
以
其
弟
主
東
方
青
華
帝
君
、
領
神
霄
之
治
。
天
有
九
霄
、
而
神
霄
為
最
高
、

其
治
曰
府
、
故
青
華
帝
君
亦
曰
判
府
天
尊
。
而
霊
素
乃
其
府
仙
卿
、
曰
褚
慧
、

亦
下
降
、
佐
帝
君
之
治
。
又
目
一
時
大
臣
要
人
皆
仙
府
御
吏
、
若
魯
公
、
曰
左

九
仙
伯
、
鄭
居
中
、
劉
正
夫
等
、
若
童
貫
諸
巨
閹
、
率
有
名
位
。
王
黼
時
為
内

相
、
乃
曰
文
華
吏
、
盛
章
、
革
、
時
迭
為
天
府
。
乃
曰
仙
岳
伯
氏
。
時
主
進
奉
、

乃
曰
園
苑
宝
華
吏
。
又
謂
上
寵
妃
劉
氏
、
曰
九
華
玉
真
安
妃
也
。
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即
ち
、
神
霄
玉
清
王
は
天
上
世
界
の
上
帝
（
天
帝
）
の
長
子
で
、
南
方
を
つ
か
さ

ど
り
、
長
生
大
帝
君
と
号
す
る
が
、
既
に
地
上
の
世
界
に
降
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
徽

宗
皇
帝
だ
と
い
う
。
そ
し
て
東
方
を
つ
か
さ
ど
る
弟
の
青
華
帝
君
に
、
こ
の
神
霄
世

界
を
統
治
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
天
上
に
は
九
霄
（
九
天
）
が
あ
っ

て
、
神
霄
が
最
高
で
あ
り
、
そ
の
治
を
府
と
い
う
が
、
府
仙
卿
で
あ
る
自
分
（
林
霊

素
）
は
、
皇
帝
の
治
世
を
補
佐
す
る
た
め
に
下
降
し
た
と
い
う
。
ま
た
大
臣
な
ど
要

人
は
み
な
仙
府
の
卿
吏
で
あ
り
、魯
公
蔡
京
は
左
元
仙
伯
、内
相
の
王
黻
は
文
華
吏
、

ま
た
徽
宗
の
寵
妃
劉
氏
は
九
華
玉
真
安
妃
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
天
上
の
神
霄
世
界
の

宮
廷
が
そ
の
ま
ま
地
上
の
徽
宗
の
宮
廷
に
降
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
す
が

の
蔡
絛
も
こ
れ
に
は
大
法
螺
だ
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
徽
宗
は
心
よ
り
喜
び
、

林
霊
素
に
通
真
先
生
の
号
を
賜
っ
た（

（5
（

。

　

以
後
、
林
霊
素
を
中
心
に
道
教
関
係
の
事
業
が
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
、
政
和
六
年

（
一
一
一
六
）
二
月
、
林
霊
素
が
宗
教
活
動
を
行
う
た
め
に
、
皇
城
東
北
の
一
角
に

上
清
宝
籙
宮
が
建
て
ら
れ
、
徽
宗
も
た
び
た
び
道
教
の
祭
礼
に
出
向
い
た（

（5
（

。
そ
し
て

徽
宗
は
神
霄
説
へ
の
確
信
を
ま
す
ま
す
深
め
て
、
政
和
七
年
（
一
一
一
七
）
に
は
、

全
国
各
州
の
天
寧
万
寿
観
を
神
霄
玉
清
万
寿
宮
と
改
名
し
、
長
生
大
帝
君
と
青
華
帝

君
の
像
が
置
か
れ
た
。
ま
た
京
師
の
万
寿
宮
が
で
き
あ
が
る
と
、
徽
宗
は
そ
の
由
来

を
述
べ
た
詔
を
独
自
の
痩
金
体
で
御
筆
し
て
神
霄
玉
清
万
寿
宮
碑
を
建
て
し
め
、
そ

の
碑
本
（
図
15
）
を
全
国
の
万
寿
宮
に
賜
っ
て
、
模
勒
立
石
せ
し
め
た（

（5
（

。

　

艮
嶽
も
こ
の
道
教
の
神
霄
説
と
は
無
関
係
で
は
な
く
、
上
述
の
如
く
、
艮
嶽
が
も

と
も
と
上
清
宝
籙
宮
の
一
部
と
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
に
顕
著
で
あ
る
が
、
艮
嶽
の
前

身
の
鳳
凰
山
が
艮
嶽
と
改
名
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
山
に
「
神
霄
」
が
降
っ
て
、
そ
の

詩
に
「
艮
嶽
排
空
霄
」
と
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
艮
嶽
の
南
面

に
は
「
絳
霄
樓
」
と
い
う
樓
閣
が
建
て
ら
れ（

（5
（

、
ま
た
西
側
の
万
松
嶺
に
は
、
徽
宗
の

寵
妃
劉
氏
が
当
て
ら
れ
た
九
華
玉
真
安
妃
の
聖
像
も
安
置
さ
れ
て
い
た（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
艮
嶽
は
、
単
な
る
園
林
の
假
山
で
は
な
く
、
天
上
世
界
の
神
々
が
降

図15　�宋徽宗　神霄玉清万寿宮碑（拓本） 
北宋　 宣和元年（1119）　 幅100cm
中国国家図書館
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図16　艮嶽平面想像図　周維権『中国古典園林史』より

1　介亭 2　巣雲亭 3　極目亭 4　蕭森亭
5　麓雲亭 6　半山亭 7　絳霄樓 8　龍吟堂
9　倚翠楼 10　巣鳳堂 11　芦渚 12　梅渚
13　攬秀軒 14　蕚緑華堂 15　承嵐亭 16　昆雲亭
17　書館 18　八仙館 19　凝観亭 20　圌山亭
21　蓬壷 22　老君洞 23　蕭閒館 24　漱玉軒
25　高陽酒肆 26　勝筠庵 27　薬寮 28　西荘
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臨
す
る
場
で
あ
り
、
道
教
の
天
神
が
住
ま
う
天
上
世
界
を
地
上
に
再
現
し
た
世
界
で

あ
っ
た（

（6
（

。
そ
し
て
そ
の
世
界
の
主
人
公
が
徽
宗
皇
帝
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）、
遂
に
艮
嶽
が
完
成
す
る
と
、「
艮
嶽
記
」
を
御
製
し

て
、
艮
嶽
の
あ
り
さ
ま
を
事
細
か
に
記
し
て
い
る（

（6
（

。
ま
た
睿
思
殿
応
制
の
李
質
、
曹

組
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
艮
嶽
賦
」
を
作
ら
せ
、
両
人
に
「
艮
嶽
百
詠
」
を
作
り
進
上
さ

せ
て
い
る（

（6
（

。
既
に
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）、
林
霊
素
は
雨
乞
い
に
失
敗
す
る
な
ど

無
能
ぶ
り
を
批
判
さ
れ
て
失
脚
し
て
い
た
が（

（6
（

、
徽
宗
の
神
霄
派
道
教
へ
の
信
仰
、
ひ

い
て
は
艮
嶽
造
営
へ
の
熱
意
は
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
艮
嶽
完
成
以
後
も
同
様
で
あ
り
、
上
述
の
如
く
宣
和
五
年
（
一
一
二
三
）

に
は
、
巨
大
な
神
運
昭
功
石
の
太
湖
石
が
江
南
か
ら
艮
嶽
に
運
び
こ
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
と
の
直
接
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
年
の
九
月
に
は
、
徽
宗
は
蔡
京
を
召

し
て
、
艮
嶽
で
食
を
賜
っ
て
い
る（

（6
（

。

（
二
）
艮
嶽
と
万
松
金
闕
図
、
万
壑
松
風
図

　

そ
れ
で
は
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
李
唐
の
山
水
画
、
万
松
金
闕
図
、
ま
た
万
嶽
松

風
図
と
艮
嶽
と
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
艮
嶽
に
つ
い
て
、
最
も
詳
し
い
の
は

上
述
の
御
製
「
艮
嶽
記
」
で
あ
り
、
艮
嶽
造
営
の
構
想
、
そ
し
て
具
体
的
な
地
形
や

景
名
な
ど
が
、
実
景
さ
な
が
ら
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、「
艮
嶽
記
」
は

あ
く
ま
で
徽
宗
皇
帝
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
理
想
も
折
り
ま
ぜ
た
修
辞
色
の
強
い
文
章

で
あ
り
、
そ
の
点
を
考
慮
す
べ
き
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
周
維
権
氏
の
艮
嶽
平
面
想

像
図
（
図
16
）
は
、主
に
「
艮
嶽
記
」
の
記
述
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
徽
宗
朝
の
宮
廷
画
家
と
し
て
の
李
唐
が
艮
嶽
を
画
く
と
す
れ

ば
、
ま
ず
御
製
「
艮
嶽
記
」
に
基
づ
い
て
画
く
と
考
え
ら
れ
る
。
御
製
「
艮
嶽
記
」

の
成
立
は
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
で
あ
る
か
ら
、
二
年
後
の
宣
和
六
年
（
一
一
二

四
）
に
宮
廷
で
制
作
さ
れ
た
万
壑
松
風
図
が
そ
れ
と
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ

こ
で
「
艮
嶽
記
」
に
当
た
っ
て
、万
松
金
闕
図
を
含
め
両
図
解
明
の
手
掛
か
り
を
探
っ

て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
李
唐
の
万
松
金
闕
図
と
「
艮
嶽
記
」
と
の
結
び
付
き
を
物
語
る
の
は
、
次

の
言
葉
で
あ
る
。

　

高
上
金
闕
、
則
玉
京
之
山
、
神
霄
太
帝
、
亦
下
遊
広
愛
、
而
海
上
有
蓬
萊
三

島
、
則
帝
王
所
都
、
仙
聖
所
宅
、
非
形
勝
不
居
也
。

　

こ
の
高
く
尊
い
金
闕
は
、
天
上
世
界
の
天
帝
が
住
ま
う
神
山
で
あ
り
、
帝
王
が
都

し
仙
聖
が
住
ま
う
海
上
の
蓬
萊
、
方
丈
、
瀛
洲
の
三
山
と
同
じ
く
形
勝
の
地
に
あ
っ

て
、
地
上
に
降
っ
た
神
霄
太
帝
が
広
愛
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う

に
「
艮
嶽
記
」
は
、
明
ら
か
に
上
述
の
神
霄
派
道
士
林
霊
素
の
所
説
に
従
っ
て
、
艮

嶽
の
宮
闕
を
神
霄
太
帝
が
住
ま
う
金
闕
と
称
し
て
お
り
、万
松
金
闕
図
の
画
題
の「
金

闕
」
は
こ
こ
に
典
拠
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

　

続
い
て
「
艮
嶽
記
」
は
艮
嶽
を
東
、
南
、
西
、
北
の
方
角
に
分
け
て
順
に
記
述

し（
（6
（

、
そ
の
南
側
に
つ
い
て
は
、

　

其
南
則
寿
山
嵯
峨
、
両
峰
並
峙
、
列
嶂
如
屏
。
瀑
布
下
入
鴈
池
、
池
水
清
泚

漣
漪
、
鳬
鴈
浮
泳
水
面
、
棲
息
石
間
、
不
可
勝
計
。
其
上
亭
曰

、
北
直
絳

霄
樓
、
峰
巒
崛
起
、
千
疊
万
複
、
不
知
其
幾
千
里
、
而
方
広
無
数
十
里
。

と
記
す
。
即
ち
寿
山
艮
嶽
の
南
側
は
険
し
く
、
二
つ
の
峰
が
並
ん
で
峙
ち
、
列
嶂
は

屏
風
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
瀑
布
が
落
ち
て
、
水
は
清
ら
か
な
さ
ざ
波
を
立
て

る
鴈
池
に
注
ぎ
、
鳬
雁
の
水
鳥
が
水
面
に
浮
か
ん
で
泳
ぐ
と
い
う
。
鳬
雁
こ
そ
い
な

い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ま
さ
に
『
書
画
記
』
が
記
す
万
松
金
闕
図
と
同
様
で
、
少
し
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高
低
差
の
あ
る
峻
峰
が
両
側
に
聳
え
、
そ
こ
か
ら
瀑
布
、
溪
流
を
経
て
、
水
は
石
坡

を
洗
う
池
に
至
っ
て
い
た
。
池
は
鴈
池
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
更
に「
艮
嶽
記
」は
、

山
上
に
は

亭
が
あ
っ
て
、
そ
の
北
側
に
は
絳
霄
樓（

（6
（

が
直
立
し
て
い
た
と
い
う
。

絳
霄
樓
は
『
書
画
記
』
に
記
す
万
松
金
闕
図
の
「
宮
闕
」
に
相
当
し
よ
う
。
神
霄
派

の
説
く
よ
う
に
、
天
上
の
神
霄
世
界
の
神
々
が
降
臨
し
、
住
ま
う
に
ふ
さ
わ
し
い
金

闕
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

因
み
に
画
題
「
万
松
金
闕
」
の
万
松
は
、
杭
州
の
鳳
凰
山
の
万
松
嶺
に
倣
っ
て
艮

嶽
で
も
西
側
に
万
松
嶺
が
作
ら
れ
、「
艮
嶽
記
」
の
西
方
万
松
嶺
の
条
に
、「
青
松
は

蔽
密
、
前
後
に
布
く
」
と
記
さ
れ
た
よ
う
に（

（6
（

、
趙
伯
驌
「
万
松
金
闕
図
巻
」
の
鳳
凰

山
と
同
じ
く
、
艮
嶽
全
体
を
密
に
蔽
う
松
林
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
書
画
記
』
に
著
録
さ
れ
た
万
松
金
闕
図
は
、
ま
さ
に
徽
宗
が
造

営
し
た
艮
嶽
を
題
材
と
し
、「
艮
嶽
記
」
の
南
面
叙
述
を
ベ
ー
ス
に
構
成
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
制
作
時
期
は
、
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
に
作
ら

れ
た
「
艮
嶽
記
」
の
記
述
に
余
り
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
年
以
後
と
推
定

さ
れ
、
下
限
は
北
方
の
金
軍
が
侵
攻
し
て
艮
嶽
を
破
壊
し
た
北
宋
最
末
期
の
靖
康
元

年
（
一
一
二
六
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
春
、
同
じ
く
艮
嶽
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ

る
万
壑
松
風
図
は
、「
艮
嶽
記
」
の
何
処
に
典
拠
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
図
の
右

下
角
に
画
か
れ
て
印
象
的
な
小
径
を
手
掛
か
り
に
「
艮
嶽
記
」
に
当
た
る
と
、
最
後

の
北
側
景
観
を
記
し
た
次
の
よ
う
な
箇
所
に
た
ど
り
着
く
。

　

復
由
磴
道
、
盤
行
縈
曲
、
捫
石
而
上
、
既
而
山
絶
路
隔
、
継
之
以
木
棧
。
木

倚
石
排
空
、周
環
曲
折
、有
蜀
道
之
難
。
躋
攀
至
介
亭
、最
高
諸
山
、前
列
巨
石
、

凡
三
丈
許
、
号
排
衙
、
巧
怪
嶄
巌
、
藤
蘿
蔓
衍
、
若
龍
若
鳳
、
不
可
殫
窮
。
麓

雲
・
半
山
居
右
、
極
目
・
蕭
森
居
左
。
北
俯
景
龍
江
、
長
波
遠
岸
、　

彌
十
餘
里
。

其
上
流
注
山
間
、
西
行
潺
湲
、
為
漱
玉
軒
。
又
行
石
間
、
為
煉
丹
亭
、
凝
観
、

圌
山
亭
。
下
視
水
際
、
見
高
陽
酒
肆
、
清
斯
閣
。
北
岸
萬
竹
蒼
翠
蓊
鬱
、
仰
不

見
明
。
有
勝
筠
庵
、
躡
雲
臺
、
蕭
閒
館
、
飛
岑
亭
。
無
雑
花
異
木
、
四
面
皆
竹

也
。
又
支
流
為
山
莊
、
為
回
溪
。

　

こ
の
条
は
前
半
に
艮
嶽
の
南
側
か
ら
登
っ
て
頂
上
の
介
亭
へ
と
至
る
さ
ま
が
記
さ

れ
、
後
半
は
頂
き
か
ら
北
側
の
景
龍
江（

（6
（

を
遠
く
見
渡
し
、
更
に
景
龍
江
か
ら
手
前
の

艮
嶽
へ
と
水
を
引
く
回
溪
一
帯
の
景
観
を
俯
瞰
し
た
さ
ま
が
記
さ
れ
、
そ
の
水
際
に

は
蒼
翠
滃
欝
と
し
た
竹
林
が
一
面
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
い
ま
、
万
壑
松
風
図

と
関
係
す
る
の
は
、
麓
の
磴
道
か
ら
登
っ
て
頂
の
介
亭
に
至
る
ま
で
の
前
半
の
南
側

の
景
で
あ
る
。

　

嶝
道
と
は
石
の
坂
道
を
指
し
、
そ
の
道
は
曲
が
り
く
ね
っ
て
お
り
、
岩
を
さ
す
る

よ
う
に
登
っ
て
い
く
と
、
山
道
は
隔
絶
し
て
棧
道
が
懸
け
ら
れ
、
ま
る
で
難
所
で
知

ら
れ
る
蜀
の
棧
道
の
よ
う
で
あ
る
。
よ
じ
登
っ
て
や
っ
と
頂
き
の
介
亭
へ
着
く
と
、

ま
わ
り
の
最
高
処
の
山
々
は
、
前
に
排
衙
石
と
称
す
る
高
さ
三
丈
ば
か
り
の
巨
石
を

列
ね
て
い
る
。
排
衙
石
は
奇
怪
で
険
し
く
、
藤
か
ず
ら
が
巻
き
付
き
、
龍
や
鳳
凰
に

似
て
言
葉
に
尽
く
せ
ぬ
程
で
あ
っ
た
。
ま
た
介
亭
の
右
側
に
は
麓
雲
亭
と
半
山
亭
、

左
側
に
は
極
目
亭
と
蕭
森
亭
が
位
置
し
て
い
た（

（7
（

、
と
い
う
。

　

万
壑
松
風
図
の
右
下
に
描
か
れ
た
小
径
（
図
17
）
は
こ
の
嶝
道
に
ぴ
っ
た
り
で
あ

る
。
下
の
水
際
か
ら
岩
を
削
っ
て
造
成
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
人
が
一
人
通
れ
る
程
の

道
幅
で
あ
る
。
し
か
し
、
左
上
へ
と
登
る
道
は
た
ち
ま
ち
松
樹
や
岩
に
隠
れ
て
し
ま

う
。
そ
の
上
の
瀑
布
の
す
ぐ
左
側
に
僅
か
な
岩
場
が
あ
り
、
そ
こ
に
通
ず
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
行
き
着
い
た
先
の
介
亭
の
立
つ
位
置
で
あ
る
。
李
質

と
曹
組
の
「
艮
嶽
百
詠
」
に
収
め
ら
れ
た
七
言
絶
句
「
介
亭
」
に
は
、｢

介
然
と
し
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て
独
り
諸
山
の
上
に
出
ず
、
磊
磊
た
る
排
衙
石
、
前
に
満
つ
」
と
詠
わ
れ
た
通
り（

（7
（

、

介
亭
は
艮
嶽
の
ど
の
山
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
ま
た
『
楓
窗
小
牘
』
巻
下
に

は
更
に
具
体
的
に
「（
寿
山
艮
嶽
は
）
周
囲
十
余
里
。
其
の
最
高
の
一
峰
は
九
十
歩
、

上
に
介
亭
有
り
て
、
東
西
の
二
嶺
を
分
か
ち
、
直
ち
に
南
山
に
接
す
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る（

（7
（

。
つ
ま
り
九
十
尺
の
最
高
峰
の
上
に
あ
っ
た
と
い
い
、
こ
れ
を
万
壑
松
風
図

に
照
ら
せ
ば
、
上
段
主
峰
の
平
た
い
頂
き
の
黒
々
と
し
た
小
松
の
中
に
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

図
に
は
介
亭
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
至
る
途
中
に
あ
っ
た
と
い
う
隔
絶
し
た
山
道

や
棧
道
も
画
か
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、「
艮
嶽
記
」
に
記
す
よ
う
な
介
亭
を
頂
く

最
高
峰
の
険
し
さ
を
画
け
ば
、
確
か
に
こ
ん
な
形
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
万
壑
松
風
図
に
は
、
随
所
に
瀑
布
が
流
れ
落
ち
、
排
衙
石
の
す
ぐ
左
側
に
も

一
条
の
水
が
糸
を
引
い
て
い
る
が
、
北
宋
最
末
期
の
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
閏
十

一
月
、
汴
京
が
金
に
よ
っ
て
陥
れ
ら
れ
た
際
に
、
牆
壁
を
破
っ
て
艮
嶽
内
に
避
難
し

た
祖
秀
は
「
華
陽
宮
記
」
を
著
し（

（7
（

、そ
の
瀑
布
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　

山
陰
置
木
櫃
、
絕
頂
開
深
池
、
車
駕
臨
幸
、
則
駆
水
工
登
其
頂
、
開
閘
注
水

而
為
瀑
布
、
曰
紫
石
壁
、
又
名
瀑
布
屏
。

即
ち
、
瀑
布
の
水
を
流
す
た
め
に
、
山
陰
に
木
櫃
を
置
い
た
り
、
山
頂
に
深
い
池
を

穿
ち
、
皇
帝
が
行
幸
し
た
際
に
は
、
水
工
を
山
頂
に
登
ら
せ
、
水
門
を
開
き
水
を
流

し
て
瀑
布
を
作
り
、
紫
石
壁
、
又
は
瀑
布
屏
と
名
付
け
た
と
い
う
。
主
峰
の
平
た
い

頂
き
は
、
介
亭
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
瀑
布
や
溪
流
用
の
水
の
た
め
に
も
必
要
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
万
壑
松
風
図
に
は
こ
の
主
峰
の
前
面
に
方
形
岩
塊
の
巨
大
な
岩
（
図

18
）
が
置
か
れ
て
い
る
が
、こ
れ
が
「
艮
嶽
記
」
に
い
う
巨
石
の
排
衙
石（

（7
（

で
あ
ろ
う
。

図18　李唐　万壑松風図（部分） 図17　李唐　万壑松風図（部分）
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三
丈
ば
か
り
（
約
九
ｍ
）
と
い
う
巨
石
の
高
さ
は
、
最
も
高
い
主
峰
の
高
さ
を
上
述

の
よ
う
に
九
十
尺
（
約
二
十
八
ｍ
）
と
し
、
排
衙
石
が
単
体
と
し
て
中
段
に
置
か
れ

て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
双
方
の
比
率
は
ほ
ぼ
受
け
入
れ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
方

形
岩
塊
の
表
面
の
形
状
は
方
解
石
の
よ
う
に
四
角
く
幾
つ
に
も
割
れ
て
お
り
、
皴
法

の
違
い
か
ら
、
光
り
輝
い
て
神
々
し
い
主
峰
に
対
し
て
、
黒
々
と
古
色
を
帯
び
て
お

り
、
藤
か
ず
ら
が
巻
き
付
い
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
先
に
考
察
し
た
『
書
画
記
』
著
録
の
万
松
金
闕
図
と
同
じ
く
、
万

壑
松
風
図
も
「
艮
嶽
記
」
に
従
っ
て
艮
嶽
の
南
面
を
描
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
違

い
と
い
え
ば
前
者
の
主
峰
「
方
塊
峻
峰
」
が
左
右
二
つ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後

者
の
主
峰
は
中
央
に
一
つ
で
あ
る
点
だ
が
、
形
は
同
じ
く
「
方
塊
峻
峰
」
の
体
を
な

し
て
い
た
。
ま
た
そ
の
下
方
の
中
景
に
は
前
者
は
右
方
に
絳
霄
樓
の
宮
闕
が
配
さ
れ

て
い
た
が
、
後
者
は
少
し
左
寄
り
に
排
衙
石
の
巨
岩
が
配
さ
れ
て
い
た
。
同
じ
く
艮

嶽
の
南
面
を
描
き
な
が
ら
、
両
図
の
こ
れ
ら
の
相
異
は
、
見
る
角
度
や
関
心
の
置
き

方
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
画
面
下
部
の
石
坡
に
は
ど
ち
ら
も

松
が
植
わ
っ
て
「
松
壑
」
を
形
成
し
、
瀑
布
を
落
ち
溪
流
を
下
っ
た
水
が
雁
池
へ
と

注
い
で
、
岸
辺
を
洗
っ
て
い
た
。
万
松
金
闕
図
は
宮
闕
の
絳
霄
樓
を
配
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
帝
が
降
臨
す
る
神
山
と
し
て
の
艮
嶽
を
よ
り
強
調
し
、
万
壑
松
風
図
は

代
わ
り
に
巨
岩
の
排
衙
石
を
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
庭
園

と
し
て
の
艮
嶽
を
強
調
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
中
景
と
後
景
と
の
間
の
雲
煙
表
現
に
つ
い
て
は
、「
艮
嶽
記
」
に
は
記
述

が
な
い
が
、
先
に
瑞
雲
的
性
格
を
指
摘
し
た
通
り
、
こ
の
図
が
天
上
の
神
々
が
降
臨

し
住
ま
う
仙
山
と
し
て
の
艮
嶽
を
表
し
た
と
す
れ
ば
、
仙
山
の
表
現
に
瑞
雲
は
つ
き

も
の
で
あ
り
、
納
得
が
い
く
。
実
際
に
、
長
生
大
君
た
る
徽
宗
が
艮
嶽
を
訪
れ
た
際

に
は
、
油
絹
嚢
や
盧
甘
石
を
燃
や
し
た
り
し
て
、
雲
が
湧
き
起
こ
る
演
出
が
な
さ
れ

た
と
い
う（

（7
（

。
ま
た
万
壑
松
風
図
に
は
、
石
青
、
石
緑
、
赭
石
な
ど
の
鉱
物
が
検
出
さ

れ
た
が
、
そ
う
し
た
濃
彩
顔
料
の
使
用
は
、
前
出
の
趙
伯
驌
の
金
闕
万
松
図
巻
で
見

た
よ
う
に
、
神
仙
的
、
瑞
祥
的
絵
画
で
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
り
、
瑞
雲
の
描
写
と

も
ど
も
、
こ
の
図
が
艮
嶽
を
扱
っ
た
一
種
の
神
仙
的
瑞
祥
絵
画
で
あ
る
こ
と
の
証
明

と
い
え
る
。

　

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
李
唐
の
万
松
金
闕
図
は
も
ち
ろ
ん
、
万
壑
松
風
図
も
徽

宗
が
造
営
し
た
艮
嶽
を
テ
ー
マ
と
し
、
徽
宗
が
著
し
た
「
艮
嶽
記
」
の
記
載
を
も
と

に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
判
明
し
た
。

　

す
る
と
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
万
壑
松
風
と
い
う
画
題
で
あ
る
。
万
松
金
闕

図
の
場
合
は
、「
万
松
」
は
万
松
嶺
、「
金
闕
」
は
仙
山
と
、
い
ず
れ
も
艮
嶽
に
因
む

も
の
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
が
図
を
見
て
艮
嶽
を
想
起
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
万
壑
松
風
図
の
場
合
は
、「
万
壑
」
も
「
松
風
」
も
よ
り
一
般
的

で
あ
り
、こ
れ
ら
か
ら
艮
嶽
を
想
起
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。そ
の
前
に
、

風
に
揺
れ
る
松
の
枝
葉
の
表
現
も
な
い
の
に
、
何
故
松
風
と
し
た
の
か
と
い
う
指
摘

も
あ
ろ
う
が
、
松
風
は
万
松
と
同
じ
く
松
林
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
容
認

で
き
よ
う
。
問
題
は
万
壑
で
あ
り
、ど
こ
に
典
拠
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、

万
壑
松
風
図
は
艮
嶽
と
い
う
人
工
的
な
築
山
を
表
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
宋
画

特
有
の
主
に
水
墨
を
使
っ
た
写
実
的
な
画
風
と
相
ま
っ
て
、
山
岳
と
溪
谷
と
松
林
で

織
り
な
さ
れ
る
深
山
幽
谷
の
景
観
は
、
万
壑
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

実
は
万
壑
、
或
い
は
千
巌
万
壑
の
表
現
こ
そ
、
神
山
仙
嶽
の
表
現
と
並
ん
で
、
艮

嶽
を
造
営
す
る
際
の
も
う
一
つ
の
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
の
艮
嶽
造
営
の
構
想
と
は
、

「
艮
嶽
記
」
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

東
南
万
里
、
天
台
、
鴈
蕩
、
鳳
凰
、
廬
阜
之
奇
偉
、
二
川
、
三
峽
、
雲
夢
之

曠
蕩
、
四
方
之
遠
且
異
、
徒
各
擅
其
一
美
、
未
若
此
山
并
包
羅
列
、
又
兼
其
絶

勝
、
颯
爽
溟
涬
、
参
諸
造
化
、
若
開
闢
之
素
有
、
雖
人
為
之
山
、
顧
豈
小
哉
。
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即
ち
、
東
南
に
は
天
台
、
雁
蕩
、
廬
山
な
ど
の
奇
偉
な
る
諸
名
山
、
二
川
（
漢
水
、

淮
水
）、
三
峡
、
雲
夢
な
ど
の
曠
蕩
た
る
諸
大
水
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
は
一

つ
の
美
を
尽
く
す
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
絶
勝
を
全
て
取
り
込
み
、
造
化
に
参
じ

開
闢
の
も
と
の
姿
を
表
し
た
艮
嶽
は
、
人
為
の
山
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
顧
み
る
に
ど

う
し
て
小
さ
か
ろ
う
か
、
と
い
う
。
ま
さ
に
そ
れ
は
、「
楊
氏
編
年
」
に
「
四
方
の

花
竹
奇
石
を
運
び
、積
み
累
ね
る
こ
と
二
十
餘
年
、山
林
は
高
深
、千
巌
万
壑
あ
り
」

と
称
さ
れ（

（7
（

、李
質
の
「
艮
嶽
の
賦
」
に
「
此
の
嶽
の
如
き
は
、神
が
模
し
聖
が
作
り
、

衆
徳
を
総
べ
て
大
い
に
備
わ
り
、
千
巌
と
万
壑
に
富
め
り
」
と
詠
わ
れ
た（

（7
（

よ
う
に
、

人
工
の
築
山
で
あ
り
な
が
ら
、
千
巌
万
壑
の
大
規
模
な
自
然
の
造
形
を
目
指
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

李
唐
は
、
假
山
園
林
と
い
う
現
実
と
千
巌
万
壑
の
理
想
の
間
を
揺
れ
な
が
ら
、
万

壑
松
風
図
を
制
作
し
た
の
で
あ
り
、
千
巌
万
壑
の
大
観
山
水
の
中
に
園
林
の
小
景
が

垣
間
見
え
た
の
も
、
こ
の
矛
盾
に
起
因
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
抜
き
に
し
て

万
壑
松
風
図
は
語
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
徽
宗
画
院
と
李
唐
の
絵
画
制
作

　

と
こ
ろ
で
、
李
唐
は
こ
の
万
壑
松
風
図
、
万
松
金
闕
図
を
、
徽
宗
朝
の
宮
廷
画
家

と
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
よ
う
に

万
壑
松
風
図
に
は
「
皇
宋
宣
和
甲
辰
春
、
河
陽
李
唐
筆
」
の
落
款
が
あ
り
、
北
宋
末

期
の
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
春
の
李
唐
制
作
が
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
万
松
金
闕

図
が
著
録
さ
れ
た
『
書
画
記
』
に
は
落
款
に
関
し
て
の
記
述
が
何
も
な
く
、
作
者
や

制
作
年
を
記
す
落
款
は
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
落
款
に
関
す
る

こ
の
二
図
の
相
違
は
何
を
物
語
っ
て
い
よ
う
か
。

　

一
般
に
徽
宗
朝
の
画
院
に
属
す
る
宮
廷
画
家
の
作
品
に
は
、
作
者
を
示
す
落
款
は

原
則
と
し
て
記
さ
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
、
徽
宗
と
い
う
独
裁
君

主
の
も
と
、し
か
も
書
と
画
の
双
方
に
秀
で
た
の
み
な
ら
ず
、「
朕　

万
機
の
余
暇
、

別
に
他
好
無
く
、
惟
だ
画
を
好
む
の
み
」（『
画
継
』
巻
一　

徽
宗
皇
帝
）
と
豪
語
す

る
君
主
の
も
と
、
宮
廷
画
家
た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
は
極
め
て
特
異
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
、現
在
徽
宗
筆
と
し
て
伝
わ
る
作
品
は
、た
と
え
徽
宗
御
筆
を
示
す
落
款
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
宮
廷
画
家
た
ち
の
代
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（7
（

。
着

色
の
華
麗
な
「
御
画
」
と
痩
金
体
で
書
か
れ
た
序
、
題
詩
の
「
御
書
」
を
備
え
、
当

時
大
量
に
制
作
さ
れ
た
宣
和
睿
覧
冊
遺
品
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
瑞
鶴
図
巻

（
北
京
故
宮
博
物
院
）、祥
龍
石
図
巻
（
同
上
）、五
色
鸚
鵡
図
巻
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）

も
例
外
で
は
あ
る
ま
い（

（7
（

。
こ
れ
ら
は
、
即
位
以
来
、
太
平
の
世
が
続
い
た
の
で
、
各

地
で
瑞
祥
の
出
現
が
相
次
ぎ
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
優
異
な
も
の
を
選
び
画
院
画
家
に

画
か
せ
た
も
の
で
、増
え
続
け
て
千
冊
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。『
画
継
』
巻
六
に
は
、

宣
和
年
間
、
劉
益
は
花
鳥
画
や
小
景
画
を
得
意
と
し
、「
専
ら
富
燮
と
と
も
に
御
画

を
供
し
た
」
と
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る（

（8
（

。
つ
ま
り
劉
益
や
富
燮
の
制
作
し
た
作
品

に
は
御
筆
の
落
款
や
御
璽
の
印
が
加
え
ら
れ
て
、
徽
宗
の
作
品
と
し
て
通
行
し
、
彼

ら
は
専
ら
そ
の
「
御
画
」
の
供
給
役
を
つ
と
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

現
在
、徽
宗
の
「
御
筆
」
款
や
「
御
書
」
等
の
御
璽
を
有
す
る
作
品
は
、団
扇
、軸
、

巻
子
な
ど
数
多
く
伝
来
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
代
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
は
、
鄧
椿
の
よ
う
な
識
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
事
実
で
あ
っ
た
ろ
う
。
実
際
、

作
風
が
微
妙
に
異
な
り
、
到
底
同
一
人
の
作
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
、画
院
画
家
の
全
て
が
そ
の
よ
う
な「
御
画
」を
供
給
し
た
わ
け
で
は
な
く
、『
画

継
』
に
著
録
さ
れ
る
山
水
部
門
の
画
院
画
家
に
徴
し
て
も
、
李
成
、
范
寛
、
高
克
明

な
ど
に
学
ん
だ
画
家
が
お
り
、
徽
宗
の
好
み
、
方
針
に
必
ず
し
も
合
わ
な
い
山
水
画

家
も
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
う
し
た
画
家
の
作
品
に
は
「
御
筆
」「
御
璽
」
は
当
然
加
え

ら
れ
ず
、
ま
た
画
家
個
人
の
落
款
を
入
れ
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
推
測
す
る
に
、
落
款
の
無
か
っ
た
李
唐
の
万
松
金
闕
図
も
恐
ら
く
こ
の
部
類
の
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作
品
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
落
款
を
有
す
る
万
壑
松
風
図
は
別
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
よ

う
。
先
に
引
用
し
た
如
く
『
画
継
補
遺
』
巻
下
の
李
唐
条
に
は
、「
宋
の
徽
宗
朝
、

曽
っ
て
画
院
に
補
入
さ
れ
し
時
、
高
宗　

時
に
康
邸
に
在
り
、（
李
）
唐
は
嘗
て
趨

事
す
る
を
得
た
り
」
と
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
徽
宗
画
院
に
「
補
入
」
さ
れ
た
時
、
高

宗
趙
構
は
ま
だ
康
王
と
し
て
潜
邸
に
居
り
、
李
唐
は
そ
の
康
王
の
た
め
に
画
の
仕
事

を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。『
宋
史
』
高
宗
本
紀
に
よ
る
と
、
徽
宗
第
九
子
に

当
た
る
趙
構
が
康
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
宣
和
三
年
（
一
一
二
一
）
十
二
月
の
こ
と

で
あ
り（

（8
（

、
ま
た
万
壑
松
風
図
が
制
作
さ
れ
た
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）
春
の
時
点
で

は
、
主
峰
の
右
に
落
款
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
李
唐
は
ま
だ
徽
宗
画
院
の
画
家
で
は

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
推
測
さ
れ
る
の
は
、
李
唐
は
こ
の
万
壑
松
風
図

の
制
作
が
き
っ
か
け
で
、
画
業
が
認
め
ら
れ
徽
宗
画
院
に
「
補
入
」
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
い
う
の
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
万
壑
松
風
図
と
万
松
金
闕
図
は
と
も
に
「
艮

嶽
」
の
庭
園
を
題
材
に
し
て
い
る
が
、
両
者
に
は
画
の
内
容
上
明
か
に
相
違
が
あ
っ

た
。
後
者
に
は
艮
嶽
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
金
闕
の
絳
霄
樓
が
画
か
れ
、
よ
り

本
格
的
な
艮
嶽
図
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
前
者
は
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
巨

岩
の
「
排
衙
石
」
が
画
か
れ
る
の
み
で
、
艮
嶽
図
と
し
て
の
決
定
的
要
素
に
欠
け
、

む
し
ろ
山
水
画
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
画
院
に
入
院
す
る
と
、
改
め
て

庭
園
画
と
し
て
の
趣
を
備
え
た
艮
嶽
図
が
求
め
ら
れ
、
艮
嶽
の
象
徴
た
る
「
並
峙
す

る
両
峰
」、
絳
霄
樓
な
ど
の
完
備
し
た
艮
嶽
図
が
画
か
れ
、
画
題
も
中
途
半
端
な
「
万

壑
松
風
」
で
は
な
く
、
本
格
的
な
艮
嶽
図
に
ふ
さ
わ
し
い
「
万
松
金
闕
」
が
選
ば
れ

た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
康
王
時
代
の
高
宗
の
も
と
に
い
た
李
唐
が
、
万
壑
松
風
図
を
画
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
、
徽
宗
画
院
に
補
入
さ
れ
た
可
能
性
を
述
べ
た
が
、
徽
宗
朝
で
は

こ
の
よ
う
な
機
会
が
し
ば
し
ば
設
け
ら
れ
た
。
五
嶽
観
の
道
観
を
建
て
た
時
、
天
下

の
名
手
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
応
募
者
は
数
百
人
に
達
し
、
画
か
せ
て
み
る
と
多
く

は
徽
宗
の
旨
に
か
な
わ
な
か
っ
た
の
で
、
画
学
を
興
し
衆
工
を
再
教
育
し
た
と
い

う（
（8
（

。
ま
た
政
和
六
年
（
一
一
一
六
）、
玉
清
宝
籙
宮
が
完
成
し
、
画
院
に
絵
画
を
担

当
さ
せ
た
が
、
少
し
も
意
に
か
な
う
者
が
な
く
、
徽
宗
は
塗
り
込
め
て
し
ま
っ
た
と

い
う（

（8
（

。

　

し
か
し
、
見
込
み
が
あ
る
と
思
え
た
画
家
に
は
、
た
と
え
若
か
ろ
う
と
徽
宗
み
ず

か
ら
熱
心
に
指
導
し
た
例
も
あ
り
、
そ
れ
を
具
体
的
に
示
す
の
が
王
希
孟
の
千
里
江

山
図
巻
（
北
京
故
宮
博
物
院　

図
19
）
で
あ
る（

（8
（

。
巻
末
に
附
さ
れ
た
政
和
三
年
（
一

一
一
三
）
の
蔡
京
の
跋
に
よ
る
と
、
王
希
孟
は
も
と
画
学
の
生
徒
で
あ
っ
た
が
、
十

八
歳
の
時
、
禁
中
の
「
文
書
庫
」
に
移
さ
れ
て
し
ば
し
ば
画
を
献
上
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
才
能
を
見
出
さ
れ
て
、
徽
宗
み
ず
か
ら
画
法
を
授
け
て
い
た
。
す
る
と
半
年
も

経
た
な
い
う
ち
に
進
上
し
た
こ
の
作
品
が
徽
宗
の
お
気
に
召
し
、
改
め
て
蔡
京
に

賜
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（8
（

。
濃
彩
の
緑
青
や
群
青
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
青
緑
山

水
画
の
十
二
米
に
も
及
ば
ん
と
す
る
長
巻
で
あ
り
、
俯
瞰
的
に
捉
え
ら
れ
た
華
麗
な

江
水
の
広
が
り
や
大
小
の
山
岳
が
連
綿
と
う
ち
続
い
て
い
る
。
と
て
も
こ
の
世
と
は

思
え
ぬ
神
仙
的
な
趣
き
の
世
界
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
徽
宗
が
長
生
大
帝
君
と
し
て

天
上
世
界
か
ら
降
り
君
臨
し
た
こ
の
世
の
理
想
的
な
姿
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ
も
一

種
の
瑞
祥
画
で
あ
り
、
徽
宗
の
思
い
描
い
た
地
上
の
楽
園
を
窺
う
貴
重
な
作
品
と
い

え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
画
院
を
ワ
ン
マ
ン
経
営
し
た
「
独
裁
者
」
徽
宗
の
指
導
は
、
皇
帝
と

し
て
は
稀
に
み
る
程
、
異
常
に
熱
心
で
あ
り
、
し
か
も
厳
格
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
徽

宗
に
し
て
李
唐
を
画
院
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
理
由
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
徽
宗
が
仕
立
て
上
げ
た
王
希
孟
の
千
里
江
山
図
巻
と

李
唐
の
万
壑
松
風
図
を
較
べ
て
み
れ
ば
わ
か
る
通
り
、
片
や
青
緑
の
パ
ノ
ラ
マ
的
山
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水
、
片
や
水
墨
主
体
の
写
実
的
山
水
と
、
そ
の
画
風
は
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
徽
宗
が
道
教
信
仰
の
証
し
と
し
て
念
願
の
艮
嶽
を
造
営

し
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
を
絵
画
の
形
で
後
世
に
遺
す
こ
と
は
、
絵
画
に
秀
で
る
と
と

も
に
画
院
の
経
営
者
で
も
あ
っ
た
徽
宗
に
し
て
み
れ
ば
、
当
然
過
ぎ
る
程
の
願
望
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
画
家
と
し
て
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
の
が
、
息
子
の
康
王
の
と
こ

ろ
で
趨
事
し
て
い
た
李
唐
で
あ
っ
た
。
康
王
は
ま
だ
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
に
元

服
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
後
の
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
の
金
軍
進
入
に
際
し

て
は
、
南
下
阻
止
の
た
め
天
下
兵
馬
大
元
帥
と
し
て
河
北
に
赴
く
こ
と
に
な
る
、
最

も
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
皇
子
で
あ
っ
た（

（8
（

。
李
唐
の
画
院
入
院
に
当
た
っ
て
は
、
当
然

こ
の
康
王
の
推
薦
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
宮
廷
画
家
と
し
て
余
り
規
制
の

厳
し
く
な
か
っ
た
康
王
の
も
と
で
、「
艮
嶽
記
」
を
参
考
に
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）

の
落
款
の
あ
る
万
壑
松
風
図
の
艮
嶽
図
が
制
作
さ
れ
、
徽
宗
の
厳
し
い
審
査
に
パ
ス

し
て
画
院
へ
の
補
入
が
許
さ
れ
た
後
に
、
今
度
は
徽
宗
画
院
の
宮
廷
画
家
と
し
て
落

款
の
無
い
、本
格
的
な
艮
嶽
図
で
あ
る
万
松
金
闕
図
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
李
唐
の
万
壑
松
風
図
は
、
北
宋
末
の
歴
史
上
に
確
か
に

そ
の
位
置
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
既
に
徽
宗
朝
の
崇
寧
二
年
（
一
一
〇
三
）
に

画
家
と
し
て
頭
角
を
表
わ
し
て
い
た
李
唐
は
、
ま
ず
康
王
趙
構
の
潜
邸
に
仕
え
た
。

そ
し
て
か
ね
て
徽
宗
皇
帝
が
都
汴
京
の
宮
城
内
の
西
北
に
造
営
を
進
め
、
神
霄
派
道

教
の
宗
旨
を
体
現
し
た
巨
大
庭
園
の
艮
嶽
が
、
宣
和
四
年
（
一
一
二
二
）
に
完
成
を

み
る
と
、
今
度
は
徽
宗
御
撰
の
「
艮
嶽
記
」
に
も
と
づ
い
た
艮
嶽
図
の
制
作
が
画
院

を
中
心
に
具
体
化
し
た
。
李
唐
は
宣
和
六
年
（
一
一
二
四
）、
ま
ず
康
王
の
も
と
で

万
壑
松
風
図
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
が
徽
宗
の
お
め
が
ね
に
適
い
宮
廷
の
画
院
に
補
入

さ
れ
る
と
、
次
は
呉
其
貞
『
書
画
記
』
に
著
録
さ
れ
る
、
艮
嶽
の
象
徴
た
る
双
峰
や

絳
霄
樓
を
画
き
加
え
た
更
に
本
格
的
な
艮
嶽
図
で
あ
る
万
松
金
闕
図
を
制
作
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
艮
嶽
図
は
宮
城
内
に
人
工
的
に
築
か
れ
た
道
教
庭
園
を
画
い
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
一
見
純
然
た
る
自
然
を
画
く
山
水
画
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど

も
、
あ
ち
こ
ち
に
人
工
の
園
林
的
要
素
を
留
め
て
い
る
。
范
寛
派
の
山
水
画
と
し
て

范
寛
自
身
の
制
作
に
係
る
溪
山
行
旅
図
と
較
べ
れ
ば
、
瀑
布
を
落
ち
溪
谷
を
流
れ
る

水
は
水
量
と
勢
い
に
乏
し
く
、
ま
た
あ
ち
こ
ち
に
湧
く
雲
気
は
、
郭
熙
の
早
春
図
な

ど
に
較
べ
れ
ば
自
然
の
印
象
に
欠
け
、
道
教
の
神
々
の
出
現
に
伴
っ
て
湧
く
瑞
祥
的

な
雲
気
、
つ
ま
り
瑞
雲
で
あ
っ
た
。
ま
た
固
い
岩
を
噛
む
二
叢
の
松
樹
は
、
庭
園
に

人
工
的
に
植
え
ら
れ
た
銘
木
で
あ
り
、
ま
た
右
下
角
か
ら
登
る
、
岩
を
削
っ
て
造
ら

れ
た
小
径
は
、
庭
園
内
を
巡
る
た
め
の
磴
道
で
あ
っ
た
。
中
景
に
巨
大
な
塊
量
を
誇

る
方
形
の
岩
も
、「
艮
嶽
記
」
に
見
え
る
艮
嶽
の
南
側
斜
面
に
置
か
れ
た
単
体
の
巨

岩
「
排
衙
石
」
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
艮
嶽
は
所
詮
人
工
的
な
假
山
で
あ
り
な
が
ら
、「
艮
嶽
記
」
は
中
国
東

南
の
各
地
の
自
然
を
取
り
込
ん
だ
千
巌
万
壑
の
巨
大
な
造
形
も
要
求
し
て
お
り
、
後

景
に
垂
直
に
立
ち
上
が
る
巨
大
な
方
形
岩
塊
と
、
そ
の
両
側
の
鋭
く
尖
っ
た
峰
々
の

表
現
は
、
そ
の
要
求
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
、
全
体
と
し
て
山
水
の
造
形

の
小
規
模
化
は
否
め
ず
、
こ
れ
は
万
壑
松
風
図
が
人
工
の
道
教
庭
園
の
表
現
で
あ
る

以
上
、
当
然
の
帰
結
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
神
宗
朝
の
宮
廷
画
家
で
あ
り
、
宇
宙

に
も
比
肩
す
る
大
規
模
な
山
水
表
現
を
目
指
し
た
華
北
山
水
画
の
集
大
成
を
成
就
し

た
郭
熙
以
後
の
現
象
と
し
て
、
山
水
の
小
景
化
は
ま
た
歴
史
の
成
り
行
き
で
も
あ
っ

た
。
こ
れ
は
既
に
王
詵
や
李
公
年
の
山
水
に
も
み
ら
れ
る
徴
候
で
あ
り
、
ま
た
宗
室

貴
族
・
趙
令
穣
の
湖
荘
清
夏
図
巻（

（8
（

（
一
一
〇
〇
年
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
は
そ
の
典

型
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
艮
嶽
を
画
い
た
万
壑
松
風
図
も
そ
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
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だ
が
、
李
唐
の
弟
子
と
な
り
、
共
に
南
宋
臨
安
に
赴
い
て
高
宗
の
も
と
で
宮
廷
画

家
と
な
っ
た
蕭
照
の
山
腰
楼
観
図
と
較
べ
れ
ば
、
山
腰
楼
観
図
に
は
南
宋
山
水
画
に

特
徴
的
な
辺
角
の
景
、
つ
ま
り
主
要
な
景
物
を
片
側
に
寄
せ
た
表
現
が
先
駆
的
に
見

ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
万
壑
松
風
図
は
前
景
松
樹
、
中
景
排
衙
石
、
後
景
方
形
主
峰

が
画
面
中
央
に
配
さ
れ
て
中
軸
を
構
成
し
て
お
り
、
な
お
范
寛
の
溪
山
行
旅
図
や
郭

熙
の
早
春
図
に
共
通
す
る
面
が
あ
り
、
北
宋
的
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
北
宋
的
要
素

は
南
宋
宮
廷
で
制
作
さ
れ
た
伯
夷
叔
斉
采
薇
図
巻
に
も
な
お
窺
う
こ
と
が
出
来
、
伯

夷
・
叔
斉
の
面
長
の
容
貌
、
衣
文
に
見
ら
れ
る
鋭
く
力
強
い
線
描
は
、
北
宋
後
期
の

人
物
画
家
李
公
麟
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
元
初
の
周
密
が
喬
簀
成
所
蔵
の
李
唐

「
晋
文
公
復
国
図
巻
」
の
人
物
表
現
に
つ
い
て
、「
絶
だ
伯
時
（
李
公
麟
）
に
類
す（

（8
（

」

（『
雲
煙
過
眼
録
』
巻
上
）
と
評
し
た
の
と
共
通
す
る
。

　

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
臨
安
に
到
着
し
た
時
、
年
齢
が
既
に
八
〇
歳
に
達
し
て

い
た
と
い
う
重
要
な
記
述
が
鄧
椿
の
『
画
継
』
に
あ
っ
た
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の

時
点
で
李
唐
の
画
業
の
大
半
は
既
に
終
わ
り
、
李
唐
独
自
の
山
水
様
式
も
既
に
形
成

さ
れ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
島
田
修
二
郎
が
高
桐
院
の
山
水
図
双
幅

に
お
け
る
李
唐
様
式
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
際
し
、「
南
宋
院
体
山
水
画
の
主
流

で
あ
る
夏
珪
や
馬
氏
一
家
の
作
風
と
著
し
く
接
近
」
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
判
断
の

基
準
に
し
よ
う
と
し
た（

（8
（

の
は
、
や
や
配
慮
を
欠
い
た
見
解
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
山
水
図
双
幅
の
よ
う
な
南
宋
中
期
寄
り
の
山
水
画
が
李
唐
の
真
跡
と
し
て
選

ば
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
や
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
判
断
の
拠
り
所
と
な
っ
た
夏
珪
、
馬
遠
の

山
水
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
竹
林
山
水
図
、
風
雨
山
水
図
、
筆
耕
園
冊
の
款
の
あ
る

山
水
図
な
ど
、
室
町
時
代
の
将
来
品
が
夏
珪
の
作
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

（9
（

。

さ
す
が
に
世
界
各
地
に
収
蔵
さ
れ
る
作
品
が
公
開
さ
れ
、
比
較
研
究
が
進
ん
だ
今
、

ま
た
日
本
と
の
交
易
の
一
大
根
拠
地
で
あ
っ
た
寧
波
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ

あ
る
今
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
夏
珪
の
真
跡
と
み
な
す
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
室
町
の
東
山
時
代
以
来
つ
ち
か
わ
れ
た
中
国
絵
画
観
は
依
然
と
し
て
根
強
く

残
っ
て
お
り
、
例
え
ば
現
在
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
る
夏
珪
の
風
雨
舟
行
図

団
扇
、
馬
遠
の
柳
岸
遠
山
図
団
扇（

（9
（

は
、
と
も
に
近
年
、
夏
珪
、
馬
遠
の
真
跡
と
し
て

評
価
が
高
い
が
、
清
朝
の
倒
壊
ま
も
な
い
頃
、
最
も
南
宋
院
体
絵
画
研
究
の
進
ん
で

い
た
筈
の
日
本
を
尻
目
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
行
っ
た
。
旧
来
の
夏
珪
、
馬
遠
像
と

齟
齬
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
北
宋
末
期
の
徽
宗
画
院
と
南
宋
初
期
の
高
宗
画
院
で
活
躍

し
、
前
者
に
お
い
て
徽
宗
念
願
の
大
事
業
た
る
道
教
庭
園
艮
嶽
を
画
い
た
李
唐
の
万

壑
松
風
図
の
由
緒
が
判
明
し
た
か
ら
に
は
、
今
後
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の

作
品
を
李
唐
研
究
、
ひ
い
て
は
南
宋
絵
画
研
究
の
一
つ
の
基
点
に
置
く
べ
き
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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註（1
）�　
『
宣
和
画
譜
』
に
は
宣
和
二
年
（
一
一
二
〇
）
の
徽
宗
の
叙
が
あ
り
、
例
え
ば
徽
宗
朝
の

山
水
部
門
で
著
録
さ
れ
た
の
は
、
李
公
年
な
ど
の
文
臣
、
王
詵
の
駙
馬
都
尉
、
童
貫
、
馮
覲

な
ど
の
内
臣
の
み
で
あ
る
。

（
2
）�　

画
継 
序
「
自
（
郭
）
若
虚
所
止
之
年
、
逮
乾
道
之
三
禩
。」

（
3
）�　

画
継　

巻
十　

雑
説　

論
近
「
先
大
夫
在
枢
府
日
、
有
旨
賜
第
於
龍
津
橋
側
。
先
君
侍
郎

作
提
挙
官
、
仍
遣
中
使
監
修
、
比
背
画
壁
、
皆
院
人
所
作
翎
毛
花
竹
及
家
慶
図
之
類
。
一
日

先
君
就
視
之
、
見
背
工
以
旧
絹
山
水
揩
拭
几
案
、
取
観
、
乃
郭
熙
筆
也
。
問
其
所
自
、
則
云

不
知
、
又
問
中
使
、
乃
云
、
此
出
内
蔵
庫
退
材
所
也
。
昔
神
宗
好
熙
筆
、
一
殿
専
背
熙
作
、

上
即
位
後
、易
以
古
図
、退
入
庫
中
者
不
止
此
也
。
先
君
云
、幸
奏
知
、若
只
得
此
退
画
足
矣
。

明
日
有
旨
尽
賜
、
且
命
轝
至
第
中
、
故
第
中
屋
壁
、
無
非
郭
画
、
誠
千
載
之
会
也
。」

（
4
）�　
『
画
継
補
遺
』
は
、
大
徳
二
年
の
吳
郡
蓼
塘
荘
肅
自
序
に
よ
る
と
、
南
宋
の
紹
興
元
年
（
一

一
三
一
）
か
ら
、
元
の
徳
祐
年
間
ま
で
の
画
家
を
扱
う
。

（
5
）�　

鈴
木
敬
「
李
唐
の
南
渡
・
復
院
と
そ
の
様
式
変
遷
に
つ
い
て
の
一
試
論　

上
・
下
」（「
国

華
」
一
〇
四
七
、一
〇
五
三
号
、一
九
八
一
、一
九
八
二
年
）。
但
し
、邵
宏
淵
だ
と
し
て
も
、

邵
宏
淵
と
李
唐
と
の
接
点
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
6
）�　

彭
慧
萍
「〝
南
宋
画
院
〟
之
省
舎
職
制
与
画
史
想
象
」（「
故
宮
学
刊
」
総
第
二
輯
、
二
〇

〇
五
年
）六
二
︱
八
六
。
同
上「
走
出
宮
墻
由〝
画
家
十
三
科
〟談
南
宋
宮
廷
画
師
之
民
間
性
」

（「
芸
術
史
研
究
」
第
七
輯
、二
〇
〇
五
年
）。
同
上
「
南
宋
宮
廷
画
師
之
供
職
模
式
研
究
（「
故

宮
学
刊
」
総
第
三
輯
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
7
）�　

董
逌　

広
川
画
跋  

巻
二　

書
邢
和
璞
悟
房
次
律
図
「
畢
文
簡
公
得
唐
本
邢
和
璞
房
琯
前

世
事
、（
略
）
崇
寧
二
年
、
其
孫
完
官
於
潞
子
、
莆
田
方
宙
召
画
人
李
唐
摹
写
別
本
以
蔵
、

属
余
書
其
後
。（
略
）。」
ま
た
畢
完
と
方
宙
に
関
し
、『
広
川
書
跋
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が

あ
る
。
広
川
書
跋　

巻
三　

宋
君
夫
人
餗

鼎
「
余
既
為
編
修
官
畢
完
書
宋
公
䜌
之
鼎
矣
、

盖
餗
為
八
珍
、
或
曰
有
菜
之
鼎
也
。」
同
上　

巻
七　

張
長
史
草
書
莆
田
方
宙
子
正
得
君
謨

所
蔵
張
長
史
帖
、
為
書
其
後
。
崇
寧
二
年
十
一
月
壬
申
。」

（
8
）�　

鈴
木
敬
「
李
唐
の
南
渡
・
復
院
と
そ
の
様
式
変
遷
に
つ
い
て
の
一
試
論　

下
」（「
国
華
」

一
〇
五
三
号
、一
九
八
二
年
）一
九
頁
。
こ
こ
で
は
、有
鄰
館
本
を
含
め
た
四
点
の
伝
世
本
が
、

ひ
と
ま
と
め
に
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）�　

陳
韻
如「
両
宋
山
水
画
意
的
転
折
―
試
論
李
唐
山
水
画
的
画
史
位
置
」（「
故
宮
学
術
季
刊
」

二
九
巻
四
期
、
二
〇
一
二
年
）
八
七
頁
、
注
四
四
。

（
10
）�　

島
田
修
二
郎
「
高
桐
院
所
蔵
の
山
水
画
に
つ
い
て
」（「
美
術
研
究
」
第
一
六
五
号
、
一
九

五
二
年
）。
ま
た
下
記
論
考
に
は
、
高
桐
院
所
蔵
山
水
図
に
つ
い
て
の
研
究
史
が
よ
く
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

陳
韻
如
「
李
唐
〈
万
壑
松
風
図
〉
与
其
光
学
撮
影
検
測
成
果
」（
何
伝
馨
、陳
韻
如
等
編
輯
『
李

唐
万
壑
松
風
図
光
学
検
測
報
告
』
台
北
故
宮
博
物
院
、二
〇
一
一
年
）
三
一
二
─
三
一
六
頁
。

（
11
）�　
「
李
唐
・
山
水
図
（
双
幅
）」（
週
刊
百
科
『
日
本
の
国
宝
』
第
十
九
号
『
大
徳
寺
（
聚
光
院
、

大
仙
院
、
高
桐
院
）』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
六
年
。）

（
12
）�　

陳
韻
如「
万
壑
松
風
図
」（『
大
観
｜
北
宋
書
画
特
別
展
』台
北
、故
宮
博
物
院
、二
〇
〇
六
年
）

注
一
四
。
同
上
「
李
唐
〈
万
壑
松
風
図
〉
与
其
光
学
撮
影
検
測
成
果
」
三
︱
六
頁
。

（
13
）�　

曽
布
川
寛「
郭
熙
と
早
春
図
」（「
東
洋
史
研
究
」第
三
四
巻
四
号
、一
九
七
七
年
）六
三
八
頁
。

（
14
）�　

曽
布
川
寛
「
五
代
北
宋
初
期
山
水
画
の
一
考
察
―
荊
浩
・
関
仝
・
郭
忠
恕
・
燕
文
貴
―
」

（「
東
方
学
報
」
京
都
第
四
九
冊
、
一
九
七
七
年
）
一
六
五
頁
。

（
15
）�　

曽
布
川
寛
「
許
道
寧
の
伝
記
と
山
水
様
式
に
関
す
る
一
考
察
」（「
東
方
学
報
」
京
都
五
二

冊
、
一
九
八
〇
年
）
四
八
二
頁
。

（
16
）�　

曽
布
川
寛
「
郭
熙
と
早
春
図
」
七
四
─
七
五
頁
。

（
17
）�　

史
記　

巻
六
一　

伯
夷
列
伝
。

（
18
）�　

曽
布
川
寛
「
郭
熙
と
早
春
図
」
七
二
頁
。

（
19
）�　

河
野
道
房
「
王
詵
に
つ
い
て
―
二
画
風
併
存
の
問
題
」（「
東
方
学
報
」
第
六
二
冊
、
一
九

九
〇
年
）。
張
栄
国
「
王
詵
生
卒
年
新
考
」（「
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
」
二
〇
一
四
年
九
期
）。

（
20
）�　

宋
会
要
輯
稿　

職
官
六
八
ノ
三
一
「（
政
和
四
年
）
八
月
七
日
、
朝
散
大
夫
提
点
両
浙
路

刑
獄
李
公
年
降
官
、
以
列
奏
罔
功
、
以
害
黜
陟
故
也
。」

（
21
）�　

宣
和
画
譜　

巻
一
二　

李
公
年
条
「
而
所
布
置
者
、
甚
有
山
水
雲
煙
余
思
。
至
於
写
朝
暮

景
趣
、
作
長
江
日
出
、
疎
林
晩
照
、
真
若
物
象
出
没
於
空
曠
有
無
之
間
、
正
合
騒
人
詩
客
之

賦
詠
、
若
山
明
望
松
雪
、
寒
日
出
霧
遅
之
類
也
。

（
22
）�　

王
右
丞
集
箋
注　

巻
三　

終
南
別
業
「
中
歳
頗
好
道
、
晩
家
南
山
陲
。
興
来
毎
独
往
、
勝

事
空
自
知
。
行
到
水
窮
処
、
坐
看
雲
起
時
。
偶
然
値
林
叟
、
談
笑
無
還
期
。」

（
23
）�　

林
泉
高
致　

山
水
訓
「
世
之
篤
論
、
謂
山
水
有
可
行
者
、
有
可
望
者
、
有
可
游
者
、
有
可

居
者
、
画
凡
至
此
、
皆
入
妙
品
、
但
可
行
可
望
不
如
可
居
可
游
之
爲
得
。
何
者
、
観
今
山
川
、

地
占
数
百
里
、
可
游
可
居
処
、
十
無
三
四
、
而
必
取
可
居
可
游
之
品
。
君
子
之
所
以
渇
慕
林

泉
者
、
正
謂
此
佳
処
故
也
。
故
画
者
当
以
此
意
造
、
而
鑒
者
又
当
以
此
意
窮
之
。
此
之
謂
不

失
其
本
意
。」

（
24
）�　

林
泉
高
致　

画
訣
「
見
世
之
初
学
、
據
把
筆
下
去
、
率
爾
立
意
触
情
、
塗
抹
満
幅
、
看
之

瑱
塞
人
目
、
已
令
人
意
不
快
、
那
得
取
賞
於
瀟
灑
、
見
情
於
高
大
哉
。」

（
25
）�　

下
っ
て
清
の
乾
隆
、
嘉
慶
年
間
に
お
け
る
金
農
、
羅
聘
一
門
の
合
作
か
ら
成
る
乾
嘉
名
流

松
柏
図
巻
で
は
、
冒
頭
、
羅
聘
と
そ
の
妻
方
婉
儀
の
画
く
松
が
交
差
し
、
後
方
に
金
農
の
松

が
後
見
す
る
よ
う
に
画
か
れ
る
。『
有
鄰
館
精
華
』（
藤
井
斉
成
会
、二
〇
〇
五
年
）図
二
一
八
。

（
26
）�　

宋
会
要
輯
稿　

瑞
異
一　

祥
瑞
雑
録
「
太
史
局
等
奏
、（
政
和
五
年
）
九
月
十
七
日
癸
未
、

其
日
午
後
七
刻
後
、
日
四
向
生
五
色
雲
、
其
色
潤
沢
、
太
平
之
瑞
。
未
時
三
刻
後
、
五
色
漸

散
漫
。
詔
許
拝
表
称
賛
。」

（
27
）�　

井
上
充
幸
「
徽
州
商
人
と
明
末
清
初
の
芸
術
市
場　

─
呉
其
貞
『
書
画
記
』
を
中
心
に
─
」

（「
史
林
」
第
八
七
巻
四
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
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（
28
）�　

書
画
記　

巻
五　

李
唐
万
松
金
闕
図
絹
画
一
大
幅
「
画
郡
松
于
壑
内
、
両
辺
斗
立
方
塊
峻

峰
、
左
低
而
右
高
、
左
有
水
流
、
下
松
壑
而
出
、
右
有
水
流
、
下
宮
闕
而
出
、
下
段
石
坂
、

皆
為
劈
斧
皴
。
上
段
峰
頭
、
蓋
用
側
筆
直
皴
、
画
法
清
潤
、
結
構
高
妙
、
為
李
之
神
品
。
惜

其
中
段
剥
落
、
星
点
裂
、
此
皆
捲
時
為
指
頭
抓
破
者
、
老
米
所
云
、
巻
佇
不
得
法
、
最
為
壊

物
、
此
之
謂
也
。
此
図
当
時
蕭
照
亦
曽
画
、
有
元
人
見
之
、
多
賦
傷
感
之
詩
。
余
今
得
此
図
、

復
覩
宋
朝
宮
闕
、
興
趣
欣
然
、
似
覚
比
于
見
図
賦
傷
感
詩
者
為
之
相
反
。」
同
上　

李
息
齋

古
木
幽
篁
図
絹
画
一
大
幅
「
気
色
頗
佳
、
画
法
清
潤
、
識
二
字
「
息
齋
」。
二
図
在
杭
城
、

得
於
紹
興
王
氏
家
人
手
。
己
酉
十
二
月
三
日
。」

（
29
）�　

こ
の
「
石
坂
」
二
字
は
、『
南
宋
院
画
録
』
で
は
「
石
坡
」
と
引
用
さ
れ
て
お
り
、以
下
「
石

坡
」
を
採
用
す
る
。

（
30
）�　

書
画
記　

巻
六　

李
唐
雪
溪
捕
魚
図
絹
画
一
幅
「
気
色
尚
新
、高
五
尺
、広
一
尺
三
四
寸
、

上
段
画
両
峻
峯
、
中
段
画
寒
林
水
閣
、
喬
松
冲
霄
、
下
段
画
捕
魚
処
、
蓋
用
蔵
鋒
禿
筆
、
作

小
斧
劈
皴
、
似
板
而
実
渾
化
也
。
惟
上
段
両
峰
、
蓋
用
側
筆
直
皴
、
与
万
松
宮
闕
図
相
類
。

至
運
筆
蒼
健
、
気
韻
生
動
、
使
見
者
神
怡
、
為
宋
代
神
品
上
画
。
此
図
観
於
紹
興
朱
九
老
家
、

時
辛
亥
五
月
之
望
。」

（
31
）�　

徐
邦
達
「
従
青
緑
山
水
伝
統
談
趙
伯
驌
〈
万
松
金
闕
図
〉」（「
中
国
文
物
」
第
四
期
）。 

西
尾
歩
「
趙
伯
驌
筆
「
万
松
金
闕
図
」
の
考
察
︱
実
景
描
写
の
観
点
か
ら
」（「
美
術
史
」
一

六
三
期
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）。

（
32
）�　

趙
孟
頫
跋
「
宋
度
南
後
有
宗
室
伯
駒
字
千
里
、
弟
伯
驌
字
希
遠
、
皆
能
絵
事
、
尤
精
傅
色
、

高
宗
作
堂
、
処
伯
驌
禁
中
、
意
所
欲
画
者
、
輒
伝
旨
宣
索
。
此
万
松
金
闕
図
断
為
希
遠
所
作
、

清
潤
雅
麗
、
自
成
一
家
、
亦
近
世
之
奇
也
。
孟
頫
跋
。」

（
33
）�　

鄧
椿　

画
継　

巻
二　

侯
王
貴
戚
「（
趙
）
伯
駒
、
字
千
里
。
優
於
山
水
花
果
翎
毛
、
光

尭
皇
帝
（
高
宗
）
嘗
命
画
集
英
殿
屏
、
賞
賚
甚
厚
。
多
作
小
図
、
流
伝
於
世
、
有
所
画
蟠
檜

怪
石
便
面
、在
吉
州
団
練
使
楊
可
弼
良
卿
家
。官
至
浙
東
路
鈐
轄
。其
弟
路
分
伯
驌
、字
希
遠
、

亦
長
山
水
花
木
、
著
色
尤
工
。」

　
　

�

荘
肅　

画
継
補
遺　

巻
上
「
趙
伯
駒
、
字
千
里
、
宋
太
祖
七
世
孫
。
建
炎
随
駕
南
渡
、
流
寓

銭
唐
。
善
青
緑
山
水
、図
写
人
物
、似
其
為
人
、雅
潔
異
常
。
予
与
其
曽
孫
学
士
、交
游
頻
稔
、

備
道
千
里
嘗
与
士
友
画
一
扇
頭
、
偶
流
入
廂
士
之
手
、
適
為
中
官
張
太
尉
所
見
、
奏
呈
高
宗
。

時
高
宗
雖
天
下
俶
擾
、
猶
孜
孜
於
書
画
間
、
一
見
大
喜
、
訪
画
人
姓
名
、
則
千
里
也
。
上
憐

其
為
太
祖
諸
孫
、
幸
逃
北
遷
之
難
、
遂
並
其
弟
晞
遠
召
見
、
毎
称
為
王
姪
。
仕
至
浙
東
兵
馬

鈐
轄
、
而
享
寿
不
永
、
終
於
是
官
。
故
其
遺
蹟
、
於
世
絶
少
。
予
嘗
見
高
宗
題
其
横
巻
長
江

六
月
図
、
真
有
董
北
苑
、
王
都
尉
気
格
。」

　
　

周
必
大　

周
益
国
文
忠
公
集　

巻
三
十　

和
州
防
禦
使
贈
少
師
趙
公
伯
驌
神
道
碑
。

　
　

曹
勛　

松
隠
集  

巻
三
十　

径
山
続
画
羅
漢
記
。

（
34
）�　

同
様
の
例
は
許
道
寧
の
秋
山
蕭
寺
図
巻
に
も
見
ら
れ
る
。
曽
布
川
寛
「
許
道
寧
の
伝
記
と

山
水
様
式
に
関
す
る
一
考
察
」
四
七
四
頁
。

（
35
）�　

趙
彦
衛　

雲
麓
漫
鈔 

巻
三
「
所
謂
餘
杭
之
鳳
凰
山
、
即
今
臨
安
府
大
内
麗
正
門
之
正
面
、

按
山
上
有
天
柱
宮
及
銭
王
郊
壇
、
尽
処
即
嘉
会
門
。
山
勢
自
西
北
來
、
如
龍
翔
鳳
舞
。
掀
騰

而
下
、
至
鳳
凰
山
止
。
山
分
左
右
翼
、
大
内
在
山
之
左
腋
、
後
有
山
包
之
。」

（
36
）�　

咸
淳
臨
安
志　

巻
二
八  

山
川
「
万
松
嶺
在
和
寧
門
外
西
嶺
上
、
旧
夾
道
栽
松
。
白
楽
天

夜
帰
詩
云
、
万
株
松
樹
青
山
上
、
十
里
沙
堤
明
月
中
。
東
坡
臘
梅
詩
亦
有
万
松
嶺
下
黄
千
葉

之
句
。
今
第
宅
民
居
、
髙
髙
下
下
、
鱗
次
櫛
比
。」

（
37
）�　

高
啓　

高
太
史
大
全
集　

巻
九　

題
趙
希
遠
宋
杭
京
万
松
金
闕
図
「
長
松
掀
髯
若
羣
龍
、

下
繞
宮
闕
雲
千
重
。
鳳
凰
山
頭
望
前
殿
、
翠
涛
正
涌
金
芙
蓉
。
海
門
日
出
潮
初
上
、
白
鶴
飛

来
近
仙
掌
。百
官
候
綴
紫
宸
班
、露
滴
朝
衣
気
森
爽
。漢
宮
揚
柳
唐
宮
花
、容
易
零
落
空
繁
華
。

何
如
可
献
至
尊
寿
、
茯
苓
美
似
安
期
爪
。
鑾
輿
因
戀
湖
山
好
、
樓
閣
清
陰
勝
蓬
島
。
不
知
風

雨
汴
陵
前
、騎
卒
新
樵
幾
株
倒
。當
日
榻
前
初
進
図
、黄
金
趣
賜
聞
伝
呼
。何
年
流
落
在
人
世
、

父
老
猶
看
思
旧
都
。
客
行
近
過
吳
山
下
、
落
葉
空
林
惟
敗
瓦
。
豈
無
画
史
似
前
人
、
秋
色
淒

涼
不
堪
寫
。」

（
38
）�　

西
尾
歩「
趙
伯
驌
筆「
万
松
金
闕
図
」の
考
察
―
実
景
描
写
の
観
点
か
ら
」一
六
四
頁
、図
九
。

（
39
）�　

傅
伯
星
『
南
宋
皇
城
探
秘
』（
杭
州
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）「
徳
寿
宮
的
範
囲
與
布
局
」

二
二
七
︱
二
三
二
頁
、「
南
宋
宮
城
図
」
一
八
頁
。

（
40
）�　

周
益
国
文
忠
公
集　

巻
三
十　

和
州
防
禦
使
贈
少
師
趙
公
伯
驌
神
道
碑
「
隆
興
二
年
、
擢

本
路
兵
馬
副
都
監
、
兼
職
徳
寿
宮
、
進
兵
馬
鈐
轄
。」

（
41
）�　

久
保
田
和
男
「
北
宋
徽
宗
時
代
と
首
都
開
封
」（「
東
洋
史
研
究
」
六
三
巻
四
号
、
二
〇
〇

五
年
）
一
二
頁
。

（
42
）�　

王
明
清　

揮
麈
録
後
録　

巻
二
「
元
符
末
、
掖
廷
訛
言
祟
出
。
有
茅
山
道
士
劉
混
康
者
、

以
法
籙
符
水
為
人
祈
禳
。
且
善
捕
逐
鬼
物
。
上
聞
、
得
出
入
禁
中
、
頗
有
験
。
崇
恩
尤
敬
事

之
、
寵
遇
無
比
。
至
於
即
其
郷
里
建
置
道
宮
、
甲
於
宇
内
。
祐
陵
登
極
之
初
、
皇
嗣
未
広
、

混
康
言
京
城
東
北
隅
地
叶
堪
輿
、倘
形
勢
加
以
少
髙
、當
有
多
男
之
祥
。
始
命
為
数
仞
崗
阜
、

已
而
後
宮
占
熊
不
絶
。
上
甚
以
為
喜
、
繇
是
崇
信
道
教
、
土
木
之
工
興
矣
。」

（
43
）�　

宋
史　

巻
八
五
、
地
理
志
、
京
城
「
万
歳
山
艮
嶽
。
政
和
七
年
、
始
於
上
清
宝
籙
宮
之
東

作
万
歳
山
。」

（
44
）�　

資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末　

巻
一
二
八　

万
歳
山
条　

原
注　
「
蔡
絛
『
宮
室
苑
囿
篇
』

曰
、「
又
于
宝
籙
宮
、
命
工
部
侍
郎
孟
揆
鳩
土
功
、
梁
師
成
主
作
役
、
築
土
山
、
以
象
餘
杭

之
鳳
凰
山
、
雄
于
諸
苑
。
其
最
高
一
峯
九
十
尺
、
山
周
十
餘
里
、
自
西
介
亭
岧
嶤
重
複
、
分

東
西
二
嶺
、
直
行
南
山
、
開
門
飛
棧
、
巌
穴
、
溪
澗
悉
備
。
有
一
洞
口
、
纔
可
納
両
夫
、
而

其
中
足
容
数
百
人
。
至
于
檻
泉
泛
流
、
皆
昼
夜
不
絶
。
山
中
包
平
地
、
環
以
嘉
木
清
流
、
列

諸
館
舎
、台
閣
多
以
美
材
為
楹
棟
、而
不
施
五
采
、有
自
然
之
勝
。
山
上
下
立
亭
宇
不
可
勝
数
。

有
石
大
者
高
四
十
尺
、
名
神
運
昭
功
石
。
若
江
南
陳
後
主
三
品
石
、
姑
蘇
白
楽
天
手
植
檜
、

与
其
他
名
石
、
望
木
、
率
入
其
中
。
始
名
鳳
凰
山
、
故
有
閣
巣
鳳
。
後
神
霄
降
、
其
詩
有
「
艮

嶽
排
空
霄
」、
因
改
名
為
艮
嶽
。
及
南
山
成
、
又
易
名
寿
嶽
。」
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（
45
）�　

九
朝
編
年
備
要　

巻
二
八
「
政
和
六
年
（
一
一
一
六
）
二
月
、
上
清
宝
籙
宮
成
。」

（
46
）�　

久
保
田
和
男
「
北
宋
徽
宗
時
代
と
首
都
開
封
」
一
八
頁
。

（
47
）�　

註
四
四
参
照
。

（
48
）�　

宋
史　

巻
四
七
〇　

佞
幸　

朱
勔
伝
「
徽
宗
頗
垂
意
花
石
、
京
諷

語
其
父
、
密
取
浙
中

珍
異
以
進
。
初
致
黃
楊
三
本
、
帝
嘉
之
。
後
歳
歳
増
加
、
然
歳
率
不
過
再
三
貢
、
貢
物
裁
五

七
品
。
至
政
和
中
始
極
盛
、
舳
艫
相
銜
於
淮
、
汴
、
号
花
石
綱
、
置
応
奉
局
于
蘇
、
指
取
內

帑
如
囊
中
物
、
每
取
以
数
十
百
万
計
。」

（
49
）�　

宋
史　

巻
四
七
〇　

佞
幸　

朱
勔
伝
「
嘗
得
太
湖
石
、高
四
丈
、載
以
巨
艦
、役
夫
数
千
人
、

所
経
州
県
、
有
拆
水
門
、
橋
樑
、
鑿
城
垣
以
過
者
。
既
至
、
賜
名
神
運
昭
功
石
。」

（
50
）�　

宋
史　

巻
四
六
八　

宦
者　

方
臘
伝
。

（
51
）�　

九
朝
編
年
備
要　

巻
二
八　

政
和
六
年
七
月　

詔
豊
豫
盛
時
毋
為
裁
損
計
「
詔
戒
羣
臣
挟

姦
罔
上
、
當
豊
亨
豫
大
極
盛
之
時
、
毋
為
五
季
変
乱
裁
損
之
計
、
榜
朝
堂
、
刻
石
尚
書
省
。」

（
52
）�　

宋
史　

巻
八
五　

地
理
志
一　

東
京
「
延
福
宮
、
政
和
三
年
春
、
新
作
於
大
內
北
拱
辰
門

外
。（
略
）
会
寧
之
北
、
疊
石
為
山
、
山
上
有
殿
曰
翠
微
、（
略
）
鑿
円
池
為
海
、
跨
海
為
二

亭
、
架
石
樑
以
升
山
、（
略
）
又
疏
泉
為
湖
、
湖
中
作
堤
以
接
亭
、
堤
中
作
梁
以
通
湖　
（
略
）

嘉
花
名
木
、類
聚
区
、幽
勝
宛
若
生
成
、西
抵
麗
沢
、不
類
塵
境
。
初
、蔡
京
命
童
貫
、楊
戩
、

賈
詳
、
藍
従
熙
、
何

等
分
任
宮
役
、
五
人
者
因
各
為
制
度
、
不
務
沿
襲
、
故
号
延
福
五
位
。」

（
53
）�　

王
明
清　

揮
麈
録　

後
録
余
話　

巻
一　

蔡
京
「
太
清
樓
特
燕
記
」、「
保
和
殿
曲
燕
記
」

（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刊
本
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）。
藤
本
猛
「
北
宋
末
の
宣
和
殿
―
皇

帝
徽
宗
と
学
士
蔡
攸
」（『
風
流
天
子
と
君
主
独
裁
制
』
―
北
宋
徽
宗
朝
政
治
史
の
研
究
』
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
二
六
四
︱
二
七
〇
頁
。

（
54
）�　

宋
史　

巻
四
六
二　

方
技
下　

林
霊
素
伝
。

（
55
）�　

資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末　

巻
一
二
七　

道
学　

政
和
六
年
甲
申
、
詔
誠
感
殿
長
生
大
帝

君
、可
遷
赴
天
章
閣
西
位
鼎
閣
奉
安
条
注
、蔡
絛　

史
補
。
九
天
（
九
霄
）
の
思
想
は
前
漢
、

戦
国
、
更
に
新
石
器
時
代
ま
で
遡
る
。
曽
布
川
寛
「
漢
鏡
と
戦
国
鏡
の
宇
宙
表
現
の
図
像
と

そ
の
系
譜
」（
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
「
古
文
化
研
究
」
第
十
三
号
、
二
〇
一
四
年
）、
同

上
「
天
上
よ
り
降
臨
す
る
神
々
と
祖
霊
─
中
国
古
代
玉
器
・
青
銅
器
の
図
像
学
的
考
察
」（
同

上
第
十
四
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
56
）�　

同
上　

蔡
絛　

史
補
「
天
子
心
独
喜
其
事
、乃
賜
号
通
真
先
生
。（
略
）、然
霊
素
実
無
術
、

徒
敢
大
言
。」

（
57
）�　

宋
史　

巻
二
一　

徽
宗
本
紀
三
「（
政
和
七
年
二
月
）
甲
子
、
会
道
士
二
千
余
人
于
上
清

宝
籙
宮
、
詔
通
真
先
生
林
霊
素
諭
以
帝
君
降
臨
事
。（
略
）
辛
未
、
改
天
寧
万
寿
観
為
神
霄

玉
清
万
寿
宮
。
乙
亥
、
幸
上
清
宝
籙
宮
、
命
林
霊
素
講
道
経
。」

（
58
）�　

資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末　

巻
一
二
七　

神
霄
宮
「
政
和
七
年
二
月
辛
未
、
御
筆
：
天
下

太
寧
万
寿
観
改
作
神
霄
玉
清
万
寿
宮
。（
略
）（
宣
和
元
年
）
八
月
丙
戌
、
御
製
、
御
書
《
神

霄
玉
清
万
寿
宮
》、
其
略
曰
、（
略
）
仍
令
京
師
神
霄
玉
清
万
寿
宮
刻
記
于
碑
、
以
碑
本
賜
天

下
、如
大
中
祥
符
故
事
、摹
勒
立
石
、以
垂
無
窮
。」
図
15
の
神
霄
玉
清
万
寿
宮
碑
（
拓
本
「
神

霄
玉
清
万
寿
宮
詔
」）
は
、
碑
額
の
部
分
に
「
御
筆
手
詔
」
と
あ
り
、
当
時
全
国
に
送
ら
れ

た
碑
本
の
形
式
と
内
容
を
知
り
得
て
興
味
深
い
。

（
59
）�　

本
文
二
四
頁
、
註
六
七
参
照
。

（
60
）�　

艮
嶽
記
「
館
有
閣
曰
巣
鳳
、
堂
曰
三
秀
、
以
奉
九
華
玉
真
安
妃
聖
像
。」

（
61
）�　

久
保
田
和
男
「
北
宋
徽
宗
時
代
と
首
都
開
封
」
一
九
頁
。

（
62
）�　

揮
麈
録
後
録　

巻
二
「
一
時
佞
倖
、
因
而
逢
迎
、
遂
竭
国
力
而
経
営
之
、
是
為
艮
嶽
。
宣

和
壬
寅
歳
始
告
成
、
御
製
為
記
云
、（
略
）」。

（
63
）�　

揮
麈
録
後
録　

巻
二
「
又
命
睿
思
殿
応
制
李
質
、
曹
組
各
爲
賦
以
進
。
質
云
、
宣
和
四
年

（
歳
在
壬
寅
、夏
五
月
朔 

艮
嶽
告
成
、命
小
臣
質
恭
詣
作
古
賦
以
進
、（
略
）
曹
組
云
、（
略
）。

又
詔
二
臣
（
李
質
・
曹
組
）
共
作
艮
嶽
百
詠
詩
以
進
。」

（
64
）�　

耿
延
禧　

林
霊
素
伝
（
賓
退
録　

巻
一
所
引
）。

（
65
）�　

資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末　

巻
一
二
八　

万
歳
山
「
宣
和
五
年
九
月
己
未
、
召
蔡
京
賜
食

艮
岳
。」

（
66
）�　
「
艮
嶽
記
」
に
は
確
か
に
東
、
南
、
西
、
北
の
面
に
分
け
て
順
に
景
の
内
容
が
記
述
さ
れ
、

初
め
の
三
方
は
「
其
東
」「
其
南
」「
其
西
」
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
宋
代
史
料
筆
記
叢
刊

本
『
揮
麈
録
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
、
七
三
頁
）
で
は
「
清
林
秀
出
其
南
、
則
寿
山

嵯
峨
」
と
句
読
し
、
東
面
と
南
面
の
景
の
区
切
り
が
曖
昧
に
さ
れ
た
。
こ
れ
は
周
宝
珠
『
宋

代
東
京
研
究
』（
河
南
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
四
七
五
頁
）
の
引
用
文
に
も
そ
の
ま

ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
最
後
の
北
側
の
面
は
「
復
由
磴
道
」
に
始
ま
り
、
前
半
は
南
面

か
ら
の
登
攀
の
様
子
を
述
べ
、
頂
上
の
介
亭
に
至
っ
て
景
龍
江
を
俯
瞰
す
る
後
半
の
北
面
叙

述
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
た
め
、「
艮
嶽
記
」
の
貴
重
な
記
録
は
随
分
読
み
に
く
く
な
っ

て
い
た
。

（
67
）�　

艮
嶽
百
詠　

絳
霄
樓
「
翼
瓦
飛
甍
跨
閬
風
、
捲
簾
滄
海
日
曈
曨
。
佳
時
自
有
羣
仙
到
、
笑

語
雲
霞
縹
緲
中
。」
艮
嶽
を
崑
崙
山
に
見
立
て
、
そ
の
頂
き
の
閬
風
に
群
仙
が
降
り
て
来
る

の
に
喩
え
て
い
る
。
崑
崙
山
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
参
照
。
曽
布
川
寛
『
崑
崙
山
へ
の
昇

仙　

古
代
中
国
人
が
描
い
た
死
後
の
世
界
』（
中
央
公
論
社
、一
九
八
一
年
）一
五
─
二
九
頁
。

（
68
）�　

艮
嶽
記
「
又
西
、
半
山
間
樓
、
曰
倚
翠
。
青
松
蔽
密
、
布
於
前
後
、
号
万
松
嶺
。」

（
69
）�　

九
朝
編
年
備
要　

巻
二
八　

政
和
六
年
二
月
上
清
宝
籙
宮
成
条
「
蔡
京
命
童
貫
等
広
延
福

宮
以
媚
、
宮
成
、
既
跨
旧
城
取
壕
外
地
、
又
自
名
第
六
位
。
跨
城
之
外
、
浚
壕
深
者
水
三
丈
、

東
則
景
龍
門
橋
、
西
則
天
波
門
橋
。
二
橋
之
下
、
壘
石
為
固
、
引
舟
相
通
、
而
橋
上
人
物
自

通
行
不
覺
也
、
名
曰
景
龍
江
。」

（
70
）�　

艮
嶽
百
詠　

極
目
亭
・
半
山
亭
・
蕭
森
亭
・
麓
雲
亭
詩
。
図
一
六
参
照
。

（
71
）�　

艮
嶽
百
詠　

介
亭
「
雲
棧
橫
空
入
翠
煙
、
躋
攀
端
可
躡
飛
仙
。
介
然
独
出
諸
山
上
、
磊
磊

排
衙
石
満
前
。」
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（
72
）�　

楓
窗
小
牘　

巻
上
「
寿
山
艮
嶽
在
汴
城
東
北
隅
、
徽
宗
所
築
、
初
名
鳳
凰
山
、
後
改
寿
山

艮
嶽
。
周
囲
十
餘
里
、
其
最
髙
一
峰
九
十
步
、
上
有
介
亭
、
分
東
西
二
嶺
、
直
接
南
山
。」

（
73
）�　

祖
秀　

華
陽
宮
記
「
靖
康
元
年
閏
十
一
月
、
大
梁
陷
、
都
人
相
与
排
牆
、
避
虜
於
寿
山
艮

嶽
之
顛
。
時
大
雪
新
霽
、
邱
壑
林
塘
、
傑
若
画
本
、
凡
天
下
之
美
、
古
今
之
勝
在
焉
。
祖
秀

周
覽
累
日
、
諮
嗟
警
愕
、
信
天
下
之
傑
観
、
而
天
造
有
所
未
尽
也
。
明
年
春
、
複
遊
華
陽
宮
、

而
尽
廃
之
矣
。」

（
74
）�　
『
淳
祐
臨
安
志
』
に
よ
る
と
、
排
衙
石
は
杭
州
の
鳳
凰
山
に
も
あ
り
、
五
代
の
呉
越
国
王

銭
鏐
が
命
名
し
た
と
あ
る
。
咸
淳
臨
安
志　

巻
八　

山
川
「
旧
伝
銭
武
肅
王
鑿
山
、
見
怪
石

排
列
両
行
、
如
従
衞
拱
立
趨
向
、
因
名
排
衙
石
。」
鮑
沁
星
『
南
宋
園
林
志
』（
上
海
古
籍
出

版
社
、
二
〇
一
六
年
）
六
四
︱
七
一
頁
。

（
75
）�　

斉
東
野
語　

巻
七　

三
贈
雲
貢
雲
「
宣
和
中
、
艮
嶽
初
成
、
令
近
山
多
造
油
絹
囊
、
以
水

湿
之
、
曉
張
於
絶
巘
危
巒
之
間
、
既
而
雲
尽
入
、
遂
括
囊
以
献
、
名
曰
貢
雲
。
每
車
駕
所
臨
、

則
尽
縱
之
。
須
叟
、
滃
然
充
塞
、
如
在
千
巌
万
壑
間
。
然
則
不
特
可
以
持
贈
、
又
可
以
貢
矣
。

併
資
一
笑
。」
癸
辛
雑
識　

前
集　

艮
岳
「
万
歳
山
大
洞
數
十
、
其
洞
中
皆
築
以
雄
黄
及
盧

甘
石
。
雄
黄
則
辟
蛇
虺
、
盧
甘
石
則
天
陰
能
致
雲
霧
、
滃
鬱
如
深
山
窮
谷
。
後
因
経
官
拆
。」

久
保
田
和
男
「
徽
宗
時
代
と
首
都
開
封
」
一
九
頁
、
註
九
〇
参
照
。

（
76
）�　

資
治
通
鑑
長
編
紀
事
本
末　

巻
一
二
八　

万
歳
山　

宣
和
六
年
九
月
庚
寅
条
注　

楊
氏
編

年
「
又
于
次
東
建
宝
籙
宮
、宮
後
累
石
為
山
、以
其
在
艮
方
也
、号
艮
嶽
。
運
四
方
花
竹
奇
石
、

積
累
二
十
餘
年
、
山
林
高
深
、
千
巌
万
壑
、
麋
鹿
成
羣
、
樓
観
臺
殿
、
不
可
勝
計
。」

（
77
）�　

李
質　

艮
嶽
賦
「
豈
若
兹
嶽
、
神
模
聖
作
、
総
衆
徳
而
大
備
、
富
千
巌
兮
万
壑
。」

（
78
）�　

徐
邦
達
「
宋
徽
宗
趙
佶
親
筆
画
与
代
筆
画
的
考
弁
」（「
故
宮
博
物
院
院
刊
」
一
九
七
九
年

第
一
期
）。

（
79
）�　

徐
邦
達
『
古
書
画
偽
訛
考
弁　

上
巻
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
二
二
三
︱

二
二
四
頁
。
板
倉
聖
哲
「
皇
帝
の
眼
差
し
―
徽
宗
「
瑞
鶴
図
巻
」
を
め
ぐ
っ
て
」（「
ア
ジ
ア

遊
学
」
六
十
四
期　

勉
誠
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
80
）�　

画
継　

巻
六　

花
竹
翎
毛
「
劉
益
、
京
師
人
、
字
益
之
、
以
字
行
。
宣
和
間
専
与
富
燮
供

御
画
、其
自
得
処
、多
取
内
殿
珍
禽
諦
玩
以
為
法
、不
師
古
本
、故
多
酷
似
。」
同
上
「
富
燮
、

京
師
人
。
宣
和
間
与
劉
益
同
供
御
画
、布
景
運
思
、過
於
益
。」画
継　

巻
十　

雑
説　

論
近「
凡

取
画
院
人
，
不
專
以
筆
法
，
往
往
以
人
物
為
先
。
蓋
召
対
不
時
、
恐
被
顧
問
，
故
劉
益
以
病

贅
異
常
，
雖
供
御
画
，
而
未
嘗
得
見
，
終
身
為
恨
也
。」

（
81
）�　

宋
史　

巻
二
十
四　

高
宗
本
紀
一
「
宣
和
三
年
十
二
月
壬
子
、
進
封
康
王
。
資
性
朗
悟
、

博
学
彊
記
、
読
書
日
誦
千
餘
言
、
挽
弓
至
一
石
五
斗
。」

（
82
）�　

画
継　

巻
一　

聖
芸　

徽
宗
皇
帝
「
始
建
五
嶽
観
、
大
集
天
下
名
手
、
応
詔
者
数
百
人
、

咸
使
図
之
、
多
不
称
旨
。
自
此
之
後
、
益
興
画
学
、
教
育
衆
工
、
如
進
士
科
下
題
取
士
、
復

立
博
士
、
考
其
芸
能
。」。

（
83
）�　

同
上
「
其
後
宝
籙
宮
成
、
絵
事
皆
出
画
院
、
上
時
時
臨
幸
、
少
不
如
意
、
即
加
漫
堊
、
別

令
命
思
。
雖
訓
督
如
此
、
而
衆
史
以
人
品
之
限
、
所
作
多
泥
縄
墨
、
未
脱
卑
凡
、
殊
乖
聖
王

教
育
之
意
也
。」

（
84
）�　

傅
熹
年
「
王
希
孟
〈
千
里
江
山
図
〉
中
的
北
宋
建
築
」（「
故
宮
博
物
院
院
刊
」
一
九
七
九

年
二
期
）。
余
輝
「
細
研
究
王
希
孟
及
其
《
千
里
江
山
図
》」（「
故
宮
博
物
院
院
刊
」
二
〇
一

七
年
五
期
）。

（
85
）�　

蔡
京
跋
「
政
和
三
年
閏
四
月
一
日
賜
。
希
孟
年
十
八
歳
、
昔
在
画
学
為
生
徒
、
召
入
禁
中

文
書
庫
、
数
以
画
献
、
未
甚
工
。
上
知
其
性
可
教
、
遂
誨
諭
之
、
親
授
其
法
、
不
踰
半
載
乃

以
此
図
進
、
上
嘉
之
、
因
以
賜
臣
。
京
謂
天
下
士
在
作
之
而
已
。」

（
86
）�　

宋
史　

巻
二
四　

高
宗
本
紀
「
宣
和
三
年
十
二
月
壬
子
、
進
封
康
王
。
資
性
朗
悟
、
博
学

彊
記
、
読
書
日
誦
千
餘
言
、
挽
弓
至
一
石
五
斗
。
宣
和
四
年
、
始
冠
、
出
就
外
第
。」
宋
史

　

巻
二
三　

欽
宗
本
紀
「（
靖
康
元
年
閏
月
己
酉
丁
未
）
命
康
王
為
天
下
兵
馬
大
元
帥
、
速

領
兵
入
衞
。（
略
）　

十
二
月
壬
戌
朔
、
帝
在
青
城
。
蕭
慶
入
居
尚
書
省
。
是
日
、
康
王
開
大

元
帥
府
于
相
州
。」

（
87
）�　

落
款「
元
符
庚
申
、大
年
筆
」。
呉
同
編
著『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵　

唐
宋
元
絵
画
名
品
集
』

（
大
塚
巧
芸
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
図
版
八
。

（
88
）�　

雲
煙
過
眼
録　

巻
上　

喬
達
之
簣
成
号
仲
山
所
蔵
「
李
唐
画
像
晋
文
公
復
国
図
、缺
下
巻
、

其
上
有
思
陵
御
題
、并
三
御
璽
。
所
作
人
物
樹
石
、絶
類
伯
時
、尋
常
以
李
唐
為
院
画
史
忽
之
、

乃
知
名
下
無
虚
士
如
此
。
元
皆
王
子
慶
、
今
属
喬
仲
山
。」

（
89
）�　

島
田
修
二
郎
「
高
桐
院
所
蔵
の
山
水
画
に
つ
い
て
」
一
四
八
頁
。

（
90
）�　

島
田
修
二
郎
「
高
桐
院
所
蔵
の
山
水
画
に
つ
い
て
」
一
四
四
頁
。

（
91
）�　

呉
同
編
著
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵　

唐
宋
元
絵
画
名
品
集
』
図
版
五
九
、
六
四
。



37

図
版
出
典

図
1　
『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
六
巻
、南
宋
・
金
』（
小
学
館
、二
〇
〇
〇
年
）
図
一
。

図
2　

�『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
五
巻　

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』（
小
学
館
、
一
九

九
八
年
）
図
三
五
。

図
3　

�

同
上　

図
三
〇
。

図
4　

�

楊
仁
愷
主
編
『
中
国
古
今
書
画
真
偽
図
典
』（
遼
寧
画
報
出
版
社
、一
九
九
七
年
）
図
一
〇
。

図
5　

朱
家
溍
主
編
『
国
宝
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
七
年
）
図
三
一
。

図
6　

�『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
五
巻　

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』
図
四
四
。

図
7　
『
宋
李
唐
万
壑
松
風
図
』（
台
北
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
一
年
）
図
三
七
。

図
8　
『
故
宮
名
画
三
百
種
』（
台
北
故
宮
博
物
院
）
図
一
〇
三
。

図
9　
『
宋
李
唐
万
壑
松
風
図
』
図
三
。

図
10�　
「
中
国
文
物　

第
四
期
」（
文
物
出
版
社
）
図
一
～
六
。

図
11　

同
上　

図
五
。

図
12　

周
維
権
『
中
国
古
典
園
林
史
』（
清
華
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
図
五
−
八
。

図
13　

��「
中
国
文
物　

第
四
期
」（
文
物
出
版
社
）
図
四
。

図
14　

久
保
田
和
男
『
宋
代
開
封
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
図
二
。

図
15　

�

曹
宝
麟
主
編
『
中
国
書
法
全
集　

第
三
九
巻　

蔡
京
・
薛
紹
彭
・
呉
説
・
趙
佶
巻
』（
栄

宝
斎
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
図
五
一
。

図
16　

周
維
権
『
中
国
古
典
園
林
史
』
図
五
−
五
。

図
17　
『
宋
李
唐
万
壑
松
風
図
』
図
四
五
。

図
18　

同
上　

図
二
七
。

図
19　

�『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編　

第
五
巻　

五
代
・
北
宋
・
遼
・
西
夏
』
図
四
三
。




